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高
裁
で
「裁
判
員
裁
判
」
を
体
験

東
京
高
裁

の
8
0
6
号
法
廷

に
全

国
か

ら
の
記
者
研
修

参

加
者

・
61
人
が
集

ま

つ
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・
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廷

内
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央

の
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也
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京
地
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判
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)
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亜
熱
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〃
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1

時
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体
熱
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最
初
か
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ヘ
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ヘ
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状
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だ

っ
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「最
高

裁

刑
嘱

局
佃

一

両

裁
判
官

の
隣

に
参
加
者

か

ら
選
ば
れ
た
裁

籾
員

が
3
入
ず

つ
座

っ
た

裁
判

長
席

の
前
方

に
井

記
官

〔芹
田
智

宏

・
最
高

裁
刑

事
局

付

)、

向
き
合
う
形

で
.証
....ロ
ム[
、
そ

の
左
方

に
検
察
官
席
、
対

面

し

て
被

告
人

席
、
北
11
後

に
弁
護
人
席
、

そ
し

て
法
廷
正

面
に
向

か

っ
て
傍
聴
席

.

公
判

に
付
さ

れ
た
事
件

は
こ
う
だ
.
高

ゲス トの石川 忠久氏 〔8,91か ら出席 者 に

贈 られ た七言絶句一 解 説は10ペ ージに
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・
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他
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力
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O
目

ダ

タ
,≦
」
三

と
.b
「
」
で

屋
.台

で
飲

ん
で

支
払

っ
た
と
こ
ろ
を
逮
捕

さ
れ
た
、

検
察
は
強
盗

致

傷
罪

〔6
年

以
上

の
懲

役
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主
.張
、
弁

護

側
は
す

で
に
.小
談

が

成
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の
傷

害

罪

は
争

わ
ず
、
恐
喝

罪
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の
徴
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張
す

る
と
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も

の
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被
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の
ほ
か

証

人
2
人
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者
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縁
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検
察
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2
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、
弁
護

入

2
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も
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修
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会
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を
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し
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6
入

の
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判
員
と

裁
判
長
、
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判

官

(2
八
)
で
評
議

を
行

い
、聴
刑
が
決

定

し
た

の
が
5
時
半

過
ぎ

そ
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あ
と
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で
評
議

の
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進
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方
、
あ
る
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は
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判
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度
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熊
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さ
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、
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輩
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冒
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と
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第9回 記者研修会

公判 叫蝋 高 裁8061」.法廷 上

模 擬 裁 判 で 被1㌧.、 、illl人1被害 酔 ・内 縁 の 加 、 検

察 官 、 弁 護 人 役 を 務 め た7入 の 記 沓 は あ らか じめ 台

癖 を チ習 して ←'熱演'層 し た 裁1'll員役6人 とプ ロ3

人 の 裁 判 官 の 評 議 も聞 き ご た え が あ り た 体 験 音の

感 想 は 以 ドの 通 り

〈 被 告 人 〉

● 裁 判 員 裁 判 に な る と、 被 告 人 は 、 よ り白 分 の 気 持

ちや 訴 え を 伝 え や す くな る の で は な い か と感 じた.

なぜ な ら 、 プ ロの 裁 判 官 に は や は り威111感 や とっ つ

き に く さが あ っ た が 、 裁 判 員 の 質 問 は 身 近 な 言 葉だ

っ た し、 答 え に 対 して う な ず い た り 首 を か しげ た り

と い う素 直 な 反 応 が あ っ た か ら だ 、 これ まで は傍 聴

席 か ら見 る だ け だ ・った の で 、 実 際 の 法 廷 で 本 物 の 裁

判 官 を 前 に して の 模 擬 裁 判 は 大 変 貴 霞 な緯 験 だ っ た

し、 違 う角 度 か ら戴 判 を 見 る こ と が で き た と思 う.

高 知 新 聞 社 会 部 村 上 和 陽

〈 検 察 官 〉

● あ らた め て法 廷 で 使 わ れ る 用 語 や 表 現 は 分 か りに

くい と感 じた また 冒 陳 や 論 告 を 読 ん で み る と、 つ

い}阿1に な っ て し まい 、 日 ごろ の 法 廷 取 材 で 検 察/Y

に対 して 不満 に 思 う こ とを 、rl分 も して し ま ・〕た と

恥 ず か し く思 っ た 栽111員 裁 判 に は 、 法 律 知 識 の な

い ・般 市 民 が 参 加 す る 法 廷 内 の や り11駒 を よ り分

か りや す くす る 必 要が あ る し、 そ の ヒで 記'1‡の1婁}.き

ノ∫も1:夫 しな け れ ば な ら な い と感 じた.

神 戸 新 聞 祉 会 部 三 島 大 一 郎

く 弁 護 入 〉

● 裁 判 員 の 判 断 か ら、 検 察 、 弁 護 側 の}三張 に よ る心

証 形 成 の 大 き さ を感 じた,そ れ ゆ え 、 弁 護 側 は 活 し

ノゴな ど で 強 い 印 象 を ㌻ え る 重 要 性 を実 感 した 報 道

側 は そ の 意 を くん だ 取 材.が必 要 で あ り、 今 囲 の よ う

な 逮 捕 容 疑 と は 異 な る 判 決 が 出 る 可 能 性 を 疹 え れ

ば 、 逮 捕 段 階 か ら判 決 を 見通 す 取 材 が 求 め られ 、 結

果 と して 、 報 道 の み な らず 、 事 実 を 明 らか に しよ う

とす る 姿 勢 を 、 裁 判 員 と な る 市 民 に も伝 え て い くこ

とが 大 切 だ と感 じた

III形新 聞 報道 部 進 藤 和 美

8月24日(木)

・◎.13:00～15=30模 擬 裁'1三ll・公

判 史東 京 高 裁806弓 』法 廷)
.15:・;5-17:ユ5乎 莫擬 裁1三1」・

口i斗三

議qO階 ホ ー,い

「047:45～18:30季 莞書疑却～半1」・、な

見 交 換

ぐ18:30～20=00交iア に会

8月25日(金)

・OlO:30～12;00看 」}究≦ミr-{f立

一f本己文革 と 報 道 」{菱 堅f史 劇1・ 甑「宮

城 県 知 事

◇12;15～14;00昼 食 会 但 木

敬 一 検 事 総 長

く＼14:10、15:30石 ナF究≦ミrノ ＼開

の ま な ざ し を も っ た ニ ュ ー ス 帳

道 一 五 木 明 氏
・、15=35-17:00{i∫ 「究 ≦}「f本 悪夷

的 ジ ャ ー ナ リ ス ト論 」 鳥 越 俊 太

郎 氏

く 参 加>46社61人{新 聞 ・通 信28

社12人 放 送18社19人)

〈 裁 判 貝 〉

● 人 を 裁 く とい う行 為 の 難 し さ を実 感 し た 裁 判 貝

と して 判 断 を迫 られ た 今 回 、 す べ て の 意 見 で 百 パー

セ ン トの 確 信 が あ っ た わ け で は な い..検 察 側 と 弁護

側 のi-張 が 食 い 違 う点 で は 、 ど ち らがILし い の か 、

か な り悩 ん だ の が 実 情 、裁 判 員 の 負担 を軽 減 す る と

い う 意 味 で も 、 取 り調べ の 可 視 化 を実 現 して ほ しい

と思 っ た

なお 、 裁 判 員 の 席 は 視 界 が 良 い 、.舟 を こ い で い る

傍 聴 人 は す ぐに 分 か る の で 、取 材 時 は ご注 意 を 、.

河 北 新 報 報 道 部 末 永 智 弘

● 被 ㌫,被 害 者 の 室 張 の 違 い を裁 判 で 聞 き逃 し、一評

議.の 段 階 で プ ロの 裁 判 官 の 方か ら説 明 を受 け て よ

うや く被 告 に 対 す る心 証 が 形 成 で き た 、素 人 の 裁 判

員 は、 ・度 聞 い た だ け で は 、 理 解 に 至 ら な い.実 施

され た 際 に は、 証 拠 の 提 示 、 質 問 で 、 よ くわ か る新

しい 負去 を 考 え 出 す 必 要 が あ る と 感 じた.,

iLt刑を 決 め る 際 、 厳 し い 量刑 を求 め る 傾 向 が 白分

に あ る と感 じた 自 分 のr傾 向 一1を ど う意:識 して 、

困{当 一とい え る 判 決 ・lll:刑を 決 め る こ とが で き るか 、
“素 人裁 判 宮

“ の 課 題 で あ る と思 っ た...

毎U放 送 東 京 支社 報 道 部 長 田原 達 雄

● 貴 重 な 体 験 だ'.,た 、裁 判 員 制 度 を勉 強 し、 報 道 し

て きた ・「弓易で あ りな が ら、 い ざ裁 判 員 に な る と、 と

ま ど っ た の がIL直 な 感 想 だ 実 は 、 こ の 日 、地 元で

大 き な 事 件 が は じけ(前 呉 市 長 が 地 方 公 務 員法 違 反

容 疑 で 逮 捕}、 地 元 記 痔 か ら メー,レが き た り、 会 見

σ)電話 連 絡 が か か っ て きた り と、 事件 を 気 に しな が

らの 参 加 だ ・った そ うい う 中 、 冷 静 に 事 実 認定 を し

て い く作 業 は 実 に 大 変 だ っ た

大 変 な 一 方、 裁 判 官 以 外 の 裁 判 貝の 指 摘 に納 得 す

る 部 分 も多 く、 あ らた め て 裁 判 員 制 度 の 意 義 も感 じ

る こ とが で きた

テ レ ビ新 広 島 報道 部 武 ゆ か り

2]
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厘

塵

塵

判

「
百
聞
は

一
見

に
如
か
ず
」

を
痛

感
し

た
模
擬
裁

判
だ

っ
た
。
検
察
側
は

「
強
盗

致
傷

一で
起

訴

し
、
弁
護
側
は

一.傷
害
と
恐

喝
」
と
反
論

.、
判
決
は
何
と

「
強
盗
と
傷

害
」

両
者

の
、、口
い
分
と
も
採

用

し
な

い

通
常

の
裁
判

で
は
珍
し

い
結
果
に
な

っ
た
..

評
議
も
含

め
す

べ
て
を
公
開
し

て

の
模

擬
裁
判
に
参

加

し
、
.、一
つ
の
こ
と
を
感
じ

た

第

.
は
証

人
調
べ
や
被
告
入
質

問
な

ど
、
蹉
証

過
程

を
理
解
す

る
こ
と

の
難
し

さ

メ
モ
を
取

る

の
に
精

い
っ
ぱ

い
で
頭

が
働
か
な

い

後

で
録
画
な
ど

で
分

か
り

や
す
く
確

認

で
き
な

い
と
、
判
断

し
に
く

い
か
も
し
れ

な

い
、

第

一
一は
検
察

側
と
弁
護
側

の
..芦
い
分
が

対
疏
し
た
時

の
判
断

の
難
し
さ
,
特

に
捜

査
段
階
と
公
判

で
被
告

の
供
述

が
変

わ

っ

▼
ま
だ
ま

だ

工
夫

が
必
要

一
裁

判
取
材

の
経
験
も

あ

る

の
だ
が
、

い
ざ
、
自

分
が

人
を
裁
く

と

な
る
と
緊
.張

や
プ

レ

ッ
シ
ャ

ー
が
あ

っ
て

む
ず
か
し

い
も

の
だ
と
実
感

し

た
」
「事

実

認
定

の
た

め

に
は
具
体
的

に
暴
行
が
ど

の
よ
う
に
ど

こ
で
行

わ
れ
た

か
な
ど

の
把
握

が
必
要
な

の
だ

が
、
そ
れ

に

つ
い
て

の
検

察
と
弁
護
人

の
説
明

の
食

い
違

い
な
ど
も

、
ち

ゃ
ん
と
聞

い
て
い
た

つ
も
り
な

の
だ
が
聞
き
も

ら
し
て

い
た
」

な
ど
な
ど
,

研
修
参
加
者
を
前

に
公
開
で

行

わ
れ
た

「
評
議

・
量
刑
決
定

」
が
す
ん

.百

聞

は

一
見

に

如

か

ず

、

た
場
合

、
ど
ち

ら
を
信
川

し
た
ら

い
い
の

か

、
取
り
調
べ
中

の
録
画

が
あ
る
な

ら
、

き

っ
と
見
た

い
と
慰
う
だ

ろ
う
、

第

一.、は
評
議

の
結
果

に
絶
対
は
な

い
と

い
う

こ
と

裁

判
員
役

で
は
な

い
参
加
者

を
対
象

に
挙
手

で
調

べ
た
と
こ
ろ
、
印
象

で
は
お
お
む
ね

四
割

が
判

決
と
は
異
、な
る

結
論

に
た
ど
り
着

い
て

い
た

本
番

で
も

判
決

の
ぶ
れ
は
避
け

ら
れ
な

い

迅

速
化
が
裁

判
員
制
度

の
成
否
を
握

る

と
...目
わ
れ

て
い
る
が
、
運
用
を
誤

る
と

拙

速

批

判

で
国
民

の
信

頼

を

失

い
か

ね

な

い

.
制
度

の
導

入
前
と
後

で
ど
う
報
道

し

た

ら

い

い
の
か

.臭
に
重

い
宿
題
を
出

さ

れ

た
気

分

で
も

あ

る
.

企
.画
委
員

菅
沼

堅
吾

(東
京

新
聞
論
説
委

員

〕

だ
後

の
、
研
修

生
代
表

の
6
入
の
裁

判
員

の
感

想
は

一
.肖
で

い
え

ば

「
い
や
、
大

変

だ

っ
た
」
に
集
約

さ
れ
た
、
検
察
、
弁
護

、

証
人

な
ど

の
話
を

聞
き

な
が
ら
、
理
性

的

に
事
件

を
再
構

成
す

る

こ
と

の
困
難

さ
が

告
白

さ
れ
た
,

そ
れ
も

あ

っ
て

つ
い
つ
い

心
情

的
な
発
..爵
に
流

れ
が
ち
だ

っ
た

と

の

.反
省

も
.
裁
判
貝
制
度

は
2
0
0
9
年

5

月
ま

で
に
ス
タ

ー
ト
す

る
.
そ
れ
ま

で
に

は

一
般

の
人
が

対
応

で
き
る
よ
う

に

一
工

夫
も

.
一工
夫
も

が
必
要
な
よ
う
だ
.、(岩

崎

)

三
位

一
体
改
革
と
報
道

「
誘
惑

さ
れ

て
、
棄

て
ら
れ

て
」
.
宮
城

県

の
浅
野
史

郎

前
知
事
は
、
期

待

し

て
い

た

.

.二
位

.
体

改
革
」

に
裏

切
ら

れ
た
気

持
ち
を
、

こ
う

表
現
し
た
.

...位

.
体

改

革

の
本
質
に

つ
い
て

、
住

民
が
自
治
体

に
直
接
も

の
を
.、.口
う

シ

ス
テ

ム
を

つ
く
る
改

革
」
と
強
調
,

11
本

に
本

物

の
民
L
主

義

を
根
付
か
せ
る
た

め

に
必

.要
だ
と
説
明
し

た

一

改
革
に
ま

つ
わ

る
五

つ
の
誤
解

が

あ
る
と

い
う

,

一
つ
目
は
、
国
民

が

こ
の
改
革
を

、

国
と
地
方

の
財
源

を

め
ぐ

る
綱
引
き

合
戦
と

み
て

い
る
点

で
あ

る
.

.
一
つ
目
は
、

財
務
省
が
一一.位

.
体

改
埴
を
財
政
再

建

の
た
め

に
利
用

し

よ
う
と
し
た
点

だ
.
一一.
つ
目
は
、

縦

割
り

の
補
助

金

・
交
付
金
が
廃
止

さ

れ
ず
、負
担
率

が
変
わ

っ
た
だ
け

で
、

地
方

の
裁
量

の
広

が
り

に
つ
な
が

っ

て

い
な

い

こ

と

で

あ

る

..
さ

ら

に

、

四

、

研 究 会

五

つ
H
[
と

続

く

,

た

し
か

に
一.一位

.

体

改

革

の

論

議

は
、

国
側

の
事

情

が

優
先

地方の味方 になって

浅
野
史
郎

・
前
宮
城
県
知
事

さ
れ

て
き
た
.
報
道

も

そ
れ
を
前
提

に
し

て

い
た

か
も
し
れ
な

い
.
そ

の
点
、
浅
野

さ

ん
が

,
住
民
、
有

権

者
、
納
税
者

」

の

...口
葉
を
繰
り
返
し

、
改

革

の
意
味
を

説

い

た

の
は
新
鮮
だ

っ
た
.

住
民
代
表
の
地
方

議

会

の
あ
り
方

に
も

.一,日
及
し

た

税
財
源

が
地
方
に
移

っ
た
場

合

に

つ
い
て

「
地
方

議

会
は
予
算
編
成

に

も
事

実
ヒ

か
か

わ

ら

な

け
れ
ば
な

ら
な

い

議
員
提
案

で
条

例
も

つ
く
る

べ
き

だ
」
と
叱
咤
激
励

す

る
.

長

野
県
を
は

じ

め
、
全
国
の
都
道
府

県

、
市
町
村

に
は
力

の
差
が
あ
る
..
北

海
道
夕
張
市

の
よ
う

に
財
政
破
た
ん
す

る
自
治
体
も
出

て

き

て

い
る

.
今
後
、

地
方

が
生
き
残

り

を
か
け

て
ど
う
進

め

ば

い
い
か
、
知
恵

の
出
し
ど
こ
ろ
だ
。

浅

野
さ

ん

は
報

道

側

に
も
注

文

し

た
.

,情
報
を

偏

り

な

く
伝
え

て
ほ

し

い
。

地
方

の
昧
方

に
な

っ
て
」
と
。
現

職
時
代
、
旅
費

や
食

糧
費

の
不
適
正
支

出

、
県
警
捜
査
報

償
費
な
ど
の
情
報
公

開

に
積
極
的
に
取

り
組

ん
だ
改
革
派

の

訴
え

だ
,

「情
報
を
虚

し
く

伝
え

る
こ
と
」
.
都

市
と

地
方
と

の
格

差
を
な
く
す
た
め

に

も
基

本
の
大
切

さ

を
再
認
識
し
た
。

信

濃
毎
口
新

聞

論
説
委
員

矢
嶋
正
幸
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人
間

の
ま
な
ざ
し

を
も

っ
た
ニ
ュ
ー
ス
報
道

周
り
を
見

れ
ば
20
、

30

代

の
若
手
記

者
ば
か
り
。

や
や
場
違

い

な
気
も
し
た

が
、
玉
木
さ

ん

の
話

は
、

い
さ

さ
か
耳

の
痛

い
話
を

含
め
興
味
深
か

っ
た
。

玉
木

さ
ん
は

「
出
来
事

は
正
し
く

客

観

的

に
認
識

で
き

る

の
か
」
コ
岬.口

葉

は
あ

り

の
ま
ま
を
伝
え

ら
れ
る
の

か

」
と

提
起

し
、
「
報

道

に
携
わ

る

者

は

、絶
え
ず

「あ

い
ま

い
な
言
葉

・

爵
語
』
を
使

っ
て
表

現
し

て
い
る
こ

と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な

い
」
と
指
摘
。

具

体

的

な
新

聞

記
事

を

例

に
挙
げ

て
、
無
署
名

の
客
観

報
道

が
陥
る
落

と

し
穴

、
限
界
な

ど

を

示

し
、
一
こ

一人称の視点で

 

れ
ま

で
客
観
報
道

の
中

で
排
除
さ
れ

て
き

た

『
一
人
称
』

の
視
点
を

取
り
戻
す

べ
き

だ
」
と
語

っ
た
。

ま
た
、

「人
間

の
ま

な
ざ

し

の
あ
る

ニ

ュ
ー
ス
報
道
」
が
必
.要
と

し

て
、
署
名
記

事

に

よ

る

一
人
称

の
視

点

を

強
調
し

た

が
、
客
観
報
道
そ
の
も

の
を
否
定
す

る
の

で
は
な
く
、
場
合

に
よ

っ
て
は

一
人
称

の

表

現

の
方
が
事
象
を

正
確

に
伝
え
ら
れ
る

玉
木

明
氏

し
、客
観
報
道

の
記
事
を
書
く
場
合

で
も
、

白

分
の
視
点

、

言
葉

で

一
人
称

の
記
事
を

書
け
る
よ
う

に

し

て
お
く

べ
き
、
と

い
う

こ
と
だ
と
私

な

り

に
理
解
し
た
。

こ
れ
は

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家

の
柳
田
邦
男
氏

が
提
言
し

て

い

る
「
.
丁
五
人
称

の
視
点
、

分
析
」
に
も

通

じ

る
も

の
だ
ろ
う

.、

私
自
身
、
客

観
報
道

の
大
切
さ
を
た
た

き

こ
ま
れ
た

世

代
。
経
験
を
積
む
中

で
、

そ
の
危
う

さ

も
感
じ

て
き
た
が
、

ニ
ュ

ー
ス
、
言
語

感
覚
が
体
に
染
み

つ
い
て

抜
け
切
れ

な

い
し
、
定
型

の
対
応
し
か

で
き
な

い
の
も
事
実
。
こ
れ
を
機

に
反

省

し
な
け

れ

ば
と
思
う
。

熊

日
で
は

現
在
、
事
件

・
事

故
な
ど

を
除
き
、

一
般
記
事
も
原
則
署
名

に
し

て
い
る
.

こ
れ

は

一
人
称
う
ん

ぬ
ん
で

は
な
く
、
読

者

が
紙
面
と
記
者
を
よ
り

身
近

に
感

じ

ら

れ
る
よ
う
に
す

る
の
が

狙

い
。
ま

た

今
春
か
ら
、
記
者
が
さ
ま

ざ
ま
な
現
場

に

出

か
け
、
暮
ら
し

の
中

の

出
来
事
を
見

つ
め
、
自
ら

の
思

い
も
入
れ

な
が
ら

.
一
人

称
ゆ

で
伝
え
る

「
記
者
見

る
聞
く
」

(随

時

掲

載

)
を
社
会

面

で
始

め
た
。
当
初

、

頭

の
圃

い
私
に
は
違
和
感

も
あ

っ
た
が

、

読
者

に
は
好
評
、
機
会
が

あ
れ
ば
、
私
も

=

人
称

で
」

と
思

っ
て

い
る
と

こ
ろ
だ

。

熊
本
日
日
新
聞

社
会
部
次
長

中
村

俊
隆

体

験
的
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
論

毎

日
新

聞
の
記
者
と

し
て
支
局

に
勤
務

し

て

い
た
時
代

か
ら
、

テ
レ
ビ
番
組

の
キ

ャ
ス
タ
ー
当
時

の
経
験
、

そ
し
て
市
民
参

加

型

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
新
聞

「
オ
ー

マ

イ

ニ
ュ
ー

ス
H
本
版
」

の
創
刊
ま

で
。
豊

富

な
キ

ャ
リ
ア
を
象
徴
す

る
よ
う

に
さ
ま

ざ

ま

な

エ
ピ

ソ

ー
ド

を

語

る
鳥
越

氏

は

「
現
場

」

と

「直

感

力

」

の
大
切
さ
を

繰

り

返
し
強
調

し
た
。

直
感
力

と
は
、
現
場

の
絹
験
を
積

む

こ
と

で
得

ら
れ
る
、
論

理
を
超
え

た

「
ひ

ら
め
き
」
の
感
覚
だ
と

い
う
。

キ

ャ
ス
タ
ー
時

代
に
遭
遇

し
た
和
歌

山

カ

レ
ー
事
件

で
も

、
「
何

か
お
か

し

い
。
何

か
変

だ
」
と

い
う
直
感
が

働

い
た
。

当
初
、
警
察

は
毒
物

に

つ
い
て
「
青

酸

化
合
物

」
と

発
表
し

て

い
た
が
、

現

地
か

ら
送

ら
れ

て
き

た
映
像

に
違

和

感
を
覚
え
た

。
青
酸
化
合
物
な
ら

現場と直感力

 

微
量
で
も
す
ぐ
に
倒
れ
る
が
、
映
像
の
被

害
者
は
歩

い
て
い
る
、

放
送
後

の

会
議

で
、

だ
れ
も
警

察
発
表

を

疑
わ
な
か

っ
た
が
、

鳥
越
俊
太
郎
氏

疑
念
は
消
え
ず

ス
タ

ッ
フ
に
調
査

を
指
示

し
た
。
数

口
後

、
警
察
発
表

は

「
ヒ
素
」

に
変
わ

っ
た
。

「多

く

の
現
場

を
経
験

し
た

か

ら

こ
そ

感
じ
取
れ

る
こ
と

が
あ
る
。
料

理
人

や
旋

盤
工

の
よ
う
な
職

人
は
、
長

い
経
験

を
積

ん
で
身

に

つ
け

た
勘
が
命
.

ニ

ュ
ー

ス
を

伝
え

て

い
く

こ
と
も

同
じ
だ
」
..
鳥

越
氏

は
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
は
な
く

「
ニ

ュ

ー

ス
の
職
入

」
を
自
認
し
て

い
る
。

人
生

は
単
線

で
は
だ
め
.

い
ろ
ん
な

現
場
を
経
験

し
た

こ
と
が
今

に
生
き

て

い
る
、
と
も

、.口
う
。
大
阪

で

の
警
察
担

当
時
代

の
話

は
、
な
か
で
も
印

象
的
だ

っ
た
。

電
柱

に
隠

れ

て
ひ
た
す

ら
刑
事

の
帰

宅
を
待

つ
。

何

の
ネ
タ
も

な
く
、

た
だ

会
え
た
だ

け
で
幸
せ
。

そ
ん
な
時

に
限

っ
て
、
夜

の
空

を
見
L
げ

る
と
星

が
き

れ

い
に
見
え

る
.
「
お
れ

は
何

し

て
る

ん
だ
ろ
う
。
何

を
す

る
で
も

な
く
、

た
だ

思

っ
た
、

で
も

そ
れ
が
、
自
分

が
何
を

や

っ
て
い
る
か
を
考

え

る
こ
と

に

つ
な

が

っ

て
い
く
」
と
振
り

返

っ
た
。

ふ
と
、
自
分

の
仕
事

の
意
味
を

見
失
う

こ
と
が
あ

る
.
そ
ん
な
と
き
、

こ
の
話
を

思

い
出
し

て
み
よ
う
と

思

っ
た
。

京
都
新
聞
社
会
報
道
部
記
者

阿

部
秀
俊

(4)
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ア

レ
グ

ザ

ン
ダ

ー

・
ダ

ウ

ナ
ー

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
外

相

日
本
と

戦
略
的
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

96
年

の

ハ
ワ
ー
ド
政
権
発
足

と
同
時
に

職
に

つ
い
て
以
来

10
年
余

、

ダ
ウ
ナ
ー
氏

は
、
・E
.要

国
で
は
最
占
参

の
外

相
だ

ハ
ワ
ー
ド
政
権

は
、
対
米

同
盟
関
係
を

従
来
以
ヒ

に
重
視
し
、
米
欧
間

に
あ

つ
れ

き
が
生
じ

た
イ
ラ
ク
戦
争

で
も

、

一
貰
し

て
米
国
を

支
持
し
た

小
泉

政
権
と
重
な

る
部
分

が
多

い

ダ
ウ
ナ
ー
外
相

の
冒
頭

ス
ピ

ー
チ
も
、

ま
ず
イ

ラ
ク

に
...肖
及

.
ム
サ

ン
ナ
州
で
の

自

衛

隊

と
豪

州
軍

の
協

力

の
成

功

に
触

れ
、
「.向
国

間

の
戦
略
的

関
係

拡
大

の
衣

れ

「
と
称
賛

し
た
、
ま
た

、
「
日
本

が
心

地
よ
く

感
じ
る

ベ
ー
ス
で
」
と

、
日
本
の

憲
法

ヒ

の
制
約

に
配
慮

し

つ

つ
、
「豪
州

は
H
本

と

の
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

を
進

め
る
用
意
が
あ
る
」
と
述

べ
た

実
際
、
西
太
平
洋
地
域

で
、

H
豪
両
国

s
幽
土

木

庭

見

司
至

農

司

言

濃

葛

毒

∴

雲

人

ほ
ど

パ
ー
ト
ナ

ー
と

し

て
の
条
件

が
整

っ

て

い
る

ベ
ア
は
他

に
な

い

.

.向
国
と
も

、

近
接

す
る
諸
国
と

は

、
政
治

・
経
済
体

制

や
経
済
的
発
展
度

の
違

い
、
あ

る

い
は
歴

史

的
な
経
緯
な

ど

に
よ

っ
て
、
難
し

い
関

係

が
あ
る

「豪

州

に
と

っ
て
の
ニ
ュ
ー
ジ

ー

ラ
ン
ド
を

の
ぞ
く

》
,

し

か
し
な
が

ら
、
筆
者

の
会
社
を
含

め

,

日
本

の
マ
ス
コ

ミ
に
よ

る
豪
州
報
道

は
.小

当

に
r
薄

い
の
が

現
実
だ

、
シ
ド

ニ
ー
特

派
員
経
験
者
な

ら
誰

で
も
同
意
見

だ
と
思

う
が

、
例
え
ば

、
全

く

同
種

の
事
象

が
起

き
た

と
し
て
も

、

米

国
で
起
き
た
な
ら
大

き
く

扱
わ
れ
る

の

に
、
豪
州

の
話

だ
と

ボ

ツ
に
な
る
。
は

っ
き

り

い
っ
て
ど
う

で
も

い

い
欧
州

の
内

政

の
話

が
取
り
」
げ
ら

れ

る

.
方

で
、
豪

州

の
動
き

は
無

視
.

「知

的
怠

慢
」
と
.汁.口
っ
て

い

い
だ

ろ
う
..

な
お
、
レ
バ

ノ

ン
か
ら

の
豪
州
人

の
退

避

に

つ
い
て
の
.質

問

が
出
た
、
紛
争
前

、

同

国

に
居
住
し

て

い
た
豪
州

人
は
約

7
r

人

で
、
多
数
は
.
.重

国
籍
者
と

み
ら
れ

る
.

去

年

12
71
に
シ

ド

ニ
!
郊
外
で
起
き
た

入

種

暴
動
で
は
レ

バ

ノ

ン
系
が

一
躍
注

目
を

集

め
た
が
、
今

回

の
紛
争

で
、
さ
ら

に
豪

州

へ
の
移
民
が

増

え
そ
う
だ
.

朝

ロ
新
聞
外

報

部

(.兀
シ
ド

ニ
i
特

派

員

坂

ロ

智

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

・
フ
ァ
ン
ス
カ
ル
ク
ビ

ッ
ク

南

ア
プ
リ
力
環
境

・
観

光
相

ア
フ
リ
カ
初
の
W
杯

へ
の
意
気
込
み

ワ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ

〔
W
杯

 
ド
イ

ツ
大

会

の
熱

気
と

興

奮

の
余
韻

が
残
る
8
月
2

H
.、
次

期

大
会

開
催
国
、
南

ア
フ
リ
カ
の

フ
7
ン
ス
カ

ル

ク
ビ

ッ
ク
環

境

・
観
光
相

に
は
、
早

く
も

2
0
1
0
年

の
大
会
に
向

け
た
り禰
安

や
準
・備
面
で
の
不
安
点
を
指
摘

す
る
質

問

が
相

次

い
だ
.

「
1

0
0
%

ス

ケ
ジ

ユ
ー

ル
通
り

〔準

備
は

)
着

々
と

進

ん
で

い
る

」.、
同
相

に

と

っ
て
、
r
想

は
し
て

い
た
だ

ろ
う
が
厳

し

い
会
見

だ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
.
そ
ん

な
中

で
も

決
し

て
感
情
的

に
な
ら
ず
、

一

つ
ず

つ
丁
寧

に

答
え
る
姿

に
、
誠
実
な
人

柄
と
、

大
会
成

功

へ
の
並

々
な
ら
ぬ
気
合

い
が
見

て
と

れ

た

南

ア
に
は
既

に
ー
9
9

5
年

の
ラ
グ
ビ

ー
W
杯

や
、

2

0
0
2
年

の
環
境

・
開
発

サ
ミ

ッ
ト

開
催

の
維
験
が

あ
る
.
同
相

は

s

・
2

.水

.

記

茜

ヘ
ム
兄

雨

会

中

ー-

康

赴

安

U

凶

訳

池

旧

醸
、

出

席

18

尺

「
ラ

グ
ビ

i
W
杯

が

開
か
れ
た

と
き

も

、

ア

フ
リ
カ
の
国

で
大
き
な
大
会

が
で
き

る

の
か
と

の
声
が
あ

っ
た
が
、

ふ
た
を
開

け

る
と

大
成
功

だ

っ
た

と
指
摘

、
ー
ア

フ

リ

カ
大
陸
と
し

て
、
ど

こ
に
も
負

け
ず

、

ち

ゃ
ん
と
、ヒ
催

国

に
な

れ
る
こ
と
を
身

を

も

っ
て
.小
す

し
か
な

い
」
と
述

べ
、

ア
フ

リ

カ
初

の
サ

ッ
カ

ー
W
杯

開
催

へ
の
意

気

込

み
を

に
じ
ま

せ

た

多
発
す
る
凶
悪
犯

罪
に

つ
い
て
は
、
背

景

に
あ

る
貧
困
削
減

の
た
め
.雇
用
確

保
が

必
、幾
と
指
摘
.
警
・察
r
算

を
増

や
す

な
ど

の
対
策
を
取

っ
て

い
る
と
し
た
L

で

「
喧

大

犯
罪
の
率
は
滅

る
傾
向

が
、小
さ

れ

て

い

る

一
と
白
信
を
.小
し
た

成
功
を
収
め

た
ド
イ

ツ
大
会
と

比

べ
て

も

「
進
ち
ょ
く
状

況
は
順
調
」と
、.口
う

が
、

一
方

で
、
貧
弱

な
公
共
機
関
や
多

発
す

る

凶

悪
犯
罪
に
な

お
不
安
を
感
じ
る
関
係
者

が
多

い
こ
と
も
事

実
だ

、
宿
泊
施

設

の
不

足

も
指
摘
さ
れ

て

い
る
.

大
会
ま
で
4
年

.
こ
の
庭
し

い
国

の
[
W

杯

開
催
能
力

」
に
、

フ
ァ
ン
ら
が
令
幅

の

信

頼
を
も

つ
よ
う

に
な

る
に
は
、

こ
れ
か

ら

2
、
3
年

で
同
国

が

い
か
に

「
実

績
」

を
世
界

に
.小
せ
る

か
に
か
か

っ
て

い
る

.

共
同
通
信
外

信
部

田
中

寛

1,〕 〕
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山
崎

拓

自
民
党
前
副
総
裁

▼
や

は
り
出

馬

し

ま

せ

ん
か

山
崎
拓
氏
が
注

固

さ
れ
た
ポ
イ

ン
ト
は

二

つ
だ

っ
た
。
靖

国
神

社
問
題
と
自
民
党

総
裁

選
だ
。
代
表

質

問
者

の
高
橋
氏

に
よ

る
と

、
山
崎
氏

は
、
今

回
は
前
者

の
立
場

だ
け

に
限
ら
せ
て

ほ
し

い
と

の
要
望
が
あ

っ
た

と
い
う
。

そ

こ
で
、ま
ず

は
山
崎
氏

が
会
長

の
「
国

立
追
悼
施
設
を
考

え

る
会

」
の
報
告
書
を

た

ん
ね
ん
に
説
明
.

靖

国
神
社

に
は
馬4
外

国

の
要
人
が
訪
れ

る
無
名
戦
十

の
墓
が
な

い
〔21
天

皇
陛
下
が

30
年

以
L
、
参
排
し

て

い
な

い
3
A
級
戦
犯

合
祀
問
題

で
中
国
、

韓
国

の
強

い
批
判

が
出

て

い
る
亙
祭

ら
れ

る
祭
神
と
し

て
戦
後

の
国
事

に
関
連

し

て

亡

く
な
ら
れ
た
人
を

含
め
ら
れ
な

い
ー

な

ど

の
限
界
が
あ
る
と

指
摘
し
た

、

そ

の
う
え
で

「
靖

国
を
超
克

し
た
追
悼

施

設
が
必
要
」
と

し

た
が
、
他
方

「靖

国

は
靖

国
と
し

て
あ

り

続

け
る
」、

た
だ

,

8

・
7

【U

」

昼
.食
会

司
会

安

川
漣
児
理
事

高
僑

利
行
委

口

出
席

鵬
人

こ
れ
ら

の
部
分

に
は

ニ
ュ
ー

ス
が
な

い
。

お
や
、
と
思

っ
た

の
は
、
靖

国
神
社
側

が

A
級
戦
犯

の
分
祀
は
教
義

ヒ

で
き
な

い

と
し
て

い
る
点

に
関
連
す

る
が

、
山
崎
氏

が
指
摘

し
た

「小
野
田
寛
郎

さ

ん
は
名
簿

に
入

っ
て

い
た

が
、
生
存
者

だ

っ
た

の
で

名
簿
を
消

し

て

い
る
」
と

い
う
事
実
.
真

偽
を
確

か
め
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

こ
れ
だ
け

で
終
わ

っ
た
ら

会
見
出
席
者

が
満
足
す

る
は

ず
が
な

い
。

聞
き
た

い
の

は
自
民
党

総
裁

選

の
こ
と
,

山
崎
氏

の
.要

望
は
要
望
と

し

て
、
質
問
者

と
し

て
も
総

裁
選

へ
の
出

馬
意

思
の
有
無

を
た
だ
さ
ざ

る
を
得
な

か

っ
た
。

「
こ
の
決
断

は
、
本
当

に

い
た
し

て
お

り
ま
せ

ん
,
疏

つ
こ
と

に
意
義

が
あ
る
と

は
考
え

に
く

い
。

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
精
神
と

は
違
う

、
立

つ
以
上
は
国
家
的
意
味
が
な

い
と
凱

て
な

い
.、
大
義
名
分

が
な

い
と
立

て
な

い
」

や
は
り
総
裁

選
に
は
航
候
補

し
な

い
か
.

そ
う
感

じ
た
ト

日
後

に
不
出
馬
を
表
明
し

た
.

こ
の
ま
ま

で
は

コ

強

二
55
」

の
消

化
試
合

に
終

わ

り
そ
う
だ
が
、

ゲ
ー
ム
を

盛
り
上
げ

る
た

め
だ
け
に
出

る
な

ん
て
こ

と
は
山
崎
氏

の
主
義

に
反
す

る

こ
と
に
違

い
な

い
.

共
同
通
信
論

説
委
員
長

井

芹

浩
文

中
島

勇

中
東
調
査
会
主
席
研
究
員

宮
家

邦
彦

元
外
務
省
中
東
「課
長

国
家
対
武
装
組
識
の
戦
争

戦
闘
拡
大
の

レ
バ

ノ

ン
情
勢
を

テ
ー

マ

に
し
た

「中
東

ベ
ー

シ

ッ
ク
」
は
、
ま

さ

に

、
タ
イ
ム
リ

ー
な
企

画

で
あ

っ
た
,

イ

ス
ラ
エ
ル
が

、
な

ぜ
、
過
剰
と
し

か

..、目
え
な

い
軍
事

攻
撃

を
続

け
て
い
る

の
か

と

い
う
問
題
に

つ
い
て
、中
島
勇
さ
ん

は
、

「今

回
初
め

て
、

ヒ
ズ

ボ

ラ
が
イ

ス
ラ

エ

ル

に
越
境
攻
撃

し

た

こ
と

」
お
よ
び
、
「
今

回
初

め
て
、
ヒ
ズ

ボ

ラ

の
ロ
ケ
ッ
ト
弾

が

イ

ス
ラ

エ
ル
第

3

の
都
市

ハ
イ

フ
ァ
を

直

撃

し

た
こ
と

二

を
指

摘
し

た
う
え
で
、
「
レ

バ

ノ
ン
政
府
が

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な

い

武

装
組
織
が
、
戦

争

を
仕
掛
け
て
く

る
と

い
う
、
新
た
な
戦

略

的
な
脅
威
に
直
面

し

て
、
イ

ス
ラ
エ
ル
政
府

と

し
て
は
、
停

戦

実

現
よ
り
も
、
脅
威

の
除
去
を
優
先
せ
ざ

る
を

得
な

い
状
況

に
追

い
込
ま
れ
た
。

イ

ス

ラ

エ
ル
国
民
も

、
軍
事

作
戦
の
継
続
を

、

ほ

ぼ

一
致
し
て
支
持

し

て
い
る
」
と
分
析

宮家氏

し
た
..
ま

た
、
宮
家

邦
彦

さ

ん

は
、
今

回

の

戦

闘

は
、
単

に

ヒ
ズ

ボ

ラ

8

.
7

戸月

冒

シ

ー1

ー
ズ

、
中
東

ベ

ー

シ

ッ
ク

」

16

司

会

脇

祐

三
委

貝

出
席

76

人
中島氏

シ
一イ

ス

ラ

エ

ル

の

対

決

だ

け

で

な

く

、

イ

ラ

ン
と

ア

メ

リ

カ

の

「
代

理

戦

争
」
と

い
う

側
面
も
あ
り

、
中
東
全
域

に

連
鎖

・
拡
大

し

て
ゆ
く
危
険

性
を
は
ら
ん

だ
「重
大

な
危

機
」
で
あ

る
と

強
調
し
た
。

そ

の
う

え

で
、

ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策

の

変
遷

の
中

で
、
戦
闘
や
紛
争

に
関
す
る
「従

来

の
ル
ー

ル
」
が
、
も
は

や
通
用
し
な
く

な

っ
て

い
る

こ
と
が
、
停
戦

の
実
現
を
困

難
に
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
。

「
国
家

対
国
家

」
で
は
な
く

、
「
国
家
対

武
装
組
織

の
戦
争

」
と

い
う
新

し

い
現
実

に
、
紛
争

の
当
事
者
自
身

が
と

ま
ど

い
、

国
際
社
会

も
何

ら
有
効
な
打
開
策
を
見

い

だ
せ
ず

に

い
る
、、

ヒ
ズ
ボ

ラ
や

ハ
マ
ス
を

は
じ

め
、
中
東

各
地

で
勢
力

を
増
大
さ
せ

て

い
る

「
武
装

し
た
イ

ス
ラ

ム
.原
理
・E
義
組

織
」
を
、
今

後
、
中

束
和

平
と
民
、ヒ
化

の
プ

ロ
セ
ス
に

ど
う
参

加

さ
せ
、
武
装
解
除

を
ど
う
実
現

さ
せ
て
ゆ
く

の
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
会

と
な

っ
た

.

N
H
K
解
説
委

員

出

川

展
恒

〔6)
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谷
垣

禎

[

財
務
相

▼

「地

域

の
活

力

再
生
」

で
持

論
を

ポ

ス
ト
小
泉

レ
ー
ス
に

い
ち

早
く
名
乗

り
を
あ
げ
た

、
当

初
は
地
を
は

う
よ
う
だ

っ
た
世
論

調
査

の
支
持
率
は
、

立
候
補
表

明
を
機
に
、

2
ケ
ダ
を
う
か
が

う
と

こ
ろ

ま
で
ヒ
昇

し

て
き

た
。

「
こ
れ
ま

で

は
財
務
相

と

し

て
自
分

の

仕
事
を
き

ち

っ
と

や

っ
て
き
た

が
、
領
空

侵
犯
は
し
な

い
よ
う
に
し

て
き

た
,
総
裁

選

へ
の
就

候
補

で
、

全
体
と
し

て
何
を

考

え

て
い
る

の
か
、
皆

さ
ん

の
視

野

に
人

っ

て
き
た

の
で
は
な

い

か
」手

応
え

を
少
し
ず

つ
感
じ
て
き

て

い
る

よ
う
だ
,

前
H
ま

で
京
都

、
高
知
、
愛

媛
を
遊
説

し
て
き
た

と
か
..
そ
の
体
験
を

ふ
ま
え
、

記
者
会
見

で
は

「
地
域

の
活
力

の
再
生
」

を
中
心
に
持
論
を

展
開
し
た
。

「生

涯

現
役

の
時
代

に
、
定

年

制

の
維

持
が
必

要
な

の
か
」
「弱

肉
強

食

で
は
な

く
、
額

に
汗
し

て
働

い
た
人
が

ま
あ
ま
あ

安
心
し
て
暮

ら
せ

る
祉
会

を
作

る
」

告
示
ー
カ
月
前

な
の
に
、
早

く
も
演
説

8

・
8

「火
一

記
齢
会
見

河
会

僑
木
11
郎

委
11

出

席

W
人

慣

れ
し
た

の
か
、
言
葉

に
よ
ど
み
は
な

い

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
の
カ

を
地
域
通
貨

で
貸

し

借

り
し
あ
う

「
絆

銀

行
」
、
寄
付

金
優

遇

税

制
を
充
実

さ
せ

る

「絆

の
税

制

」
、

都
市

部

に
偏
在
す

る
個
人
住
民
税

の

一
部

を
地

方

に
再
配
分

す

る

「
ふ
る
さ
と
共

同

税

」
な
ど
、
具
体

的

な

ア
イ

デ
ア
も
次

々

と
紹

介
し
た
.

会

場
か
ら
は

「
消
費

税
を
少
な
く
と
も

10

%

に
あ
げ
る
と

い
う
が
、
結
局

は
財
務

省

の
雪
口
い
な
り

で
は

」

と

航ヂ
ロ

の
肝貝
問

輩℃
出

た

、

こ
れ

に
は

「
消
費

税
を

ヒ
げ
る
の
が
財
務

省

の
願
望
だ
か
ら
と

い

っ
て
、

日
を
ぬ
ぐ

っ
て

は

い
ら
れ
な

い
。
そ

こ

を

ハ

ッ
キ
リ
峠.ロう

こ
と

が
国

民

の
信
頼
を

勝
ち

う
る
ゆ
え

ん
だ
」

と
言

い
切

っ
た
。

た

だ
、
総
裁
選

は
安

倍
晋
..一官
.房
長
官

の
独
走

状
態
に
変

わ
り

は
な

い
、

「
小

泉
政
権

の

5
年

問

の
何
を
引
き

継

ぎ
、
何
を
付
け
加

え
、

何
を
改
め
る
か
。

そ
れ

は
基
本
的
に

政
策

論
争
だ
」

地
道

な
政
策
論

争

を

貫
く
し
か
な

い
と

の
決
意
表
明
と
み

た
。

朝

日
新
聞
論
説

委

員

恵
村
順

一
郎

石
川

忠
久

漢
字
文
化
振
興
会
専
務
理
事

・漢
享
文
化
の
再
興
を
説
く
伝
道
師

パ

ソ
コ
ン
、

ワ
ー
プ

ロ
の
瓶
H
及

で
日
本

人

の
漢

字
力
が
落

ち

て
い
る
と

い
う
.

一

方
で
は
漢
字
検
定

受
験
者

の
増

加

や
漢
字

ク
イ
ズ

本
が
売

れ

る
な
ど
、
漢

字
再

評
価

の
機

運
も
見

え

る
.

「
口
本
人

と

漢
字

を
考
え

る
と
き
、

こ
の
落
差
を

ど
う
見
た

ら
よ

い
の
か

漢
詩

の
泰
牛

に
し

て
.疋
大
学

教
授

の
石

川
先
生

は
、
さ

ほ
ど
意
に
介

し

て

い
な

い

よ
う

に
見
え

る

、.
一
学
生

の
答
案

に
漢
字

な
ら
ぬ

.感

字

〃
が
H
に
付
く

が

一
と

の

質
問

に
も
、

「
そ

れ

で
も
漢

字

を
書

こ
う

と
し

て

い
る
わ

け

で
す

か
ら

」
、
目
本

の

若
者

に
対
す
る
信

頼
は
厚

い
よ
う
だ
。

そ
の
自

信
は
自

ら
推
進
役

に
な

っ
て
設

疏
し
た
漢
字

文
化

振
興
会

の

活
動
か

ら
く
る
ら

し

い
。

か

つ
て
国
語
科

目

の
中
に
6
単

位
あ

っ
た
漢
文

の
時
間
が
、

つ
い
に
は
実
質

ゼ

ロ
に
な

っ

て
し

ま

っ
た

現

実
を

踏

ま

え
、
各
地

で
草

の
根
漢
文
授

業
と
も

い
う

べ
き

講
演
会

や

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を

催
し
て

い

る
。
旧
藩
校

の
地

で
開
く
藩

校
サ
ミ

ッ
ト
も

5
回
を
数
え

呂

・
9

.水

.

酬
究
会

-
漢
字
文
化

の
現
状
と
へ
,
隆

一

り

、バ

宏

旧
敏
彦
色
画
委

U
長

川
席

59
人

た
と

い
う
.
漢
文
教
育

こ
そ
教
養

の
源

、

と

の
信
念
か
ら
だ
,

先

生
は
熱
く
語

る
”
失

語
症
思
者
が

漢

字
だ

け
は
認
識

で
き
た

と

い
う
大
脳
生

理

学

の
成
果
を
引
き
合

い
に
、
視
覚

に
訴

え

る
漢

字

の
優
秀
性
を
説

い
た
と
思
え
ば

、

仮
名

の
発
明
は
も
と

よ
り
、
漢
文
読
解

に

訓
読

法
、
返
り
点
を
生

み
出
し
た
11
本

人

の
能

力

の
高
さ
を
力
説

す

る
、
頼
山
陽

を

頂
点

に
花
開

い
た
独
自

の
漢
詩
文
化

に

つ

い

て
も

、
「
今

で
は

目
本

が
中
国

よ
り

は

る
か

に
ヒ
」

白
負

も

の
ぞ
か
せ
た

、

久

し
ぶ
り
の

「
講
義

」

で
興
が
乗

っ
た

か
、

漢
字
制
限

や
新
字
体

な
ど

「
戦
後
漢

字
政
策

の
愚

」
か
ら
、

中
国

の
簡
体
字

、

は

て
は
中
国
の
政
治

に
至

る
ま
で
話
は
縦

横

に
飛
ん
で
、
あ

っ
と

い
う

間
に
時
間

は

過
ぎ

て

い

っ
た
.-

こ
の
日
の
た
め
詠
ん
だ

ヒ

昌.口絶
句

二
首

〔10
ペ
ー
ジ
参

照

〕
と
、
自
著

『漢
詩

へ
の

招
待
』

か

ら
王
之
湊

の

「
涼

州
詞
」
を
流
暢

な
中
国
語

で

披
露
し

て
会

見
を
締
め
く
く

っ
た
。
中
学

時
代
の
漢
文

の

授
業

を
思

い
出
し
た
。

日
本
経
済
新

聞
出
身

藤
田

精

一

」'
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河
野

太
郎

衆
院
議
員

▼
河
野

一
族
の
反
骨
精
神

「
本

日

は
法
務
副

大
臣
と
し

て
で
は
な

く
総
裁
選

出
馬
希
望

者
と
し

て

お
越
し
願

い
ま
し
た
」

と

の
司
会
者

の
言
葉

で
、

ゲ
ス
ト
本
人
も

含

め

て
会
場
が
爆
笑

す

る
な
か

で
、
和

や

か

な
雰

囲
気

で
会
見

が
始

め
ら
れ
た
..

こ

の
日
も

5
11

11
[

の
出
馬
表

明

以

来

、
持

論
と
し
て

い
る

7
%

の
消
費
税
を

財

源
と

す
る
国
民
年

金
制
度

の
導
入
を
強

調

,

こ
れ
を

1
階
部

分
と

し
て
、
任
意

の

積

立
式

を
2
階
と
す

る
抜
本
改
革

の
実
現

で
、
財

源
不
安
や
未

納
問

題
も
生
じ
な

い

し
、
社

会
保
険
庁
も

.不
要

に
な
る
と
自
信

満

々
に
語

っ
て
み
せ

る
.

「
現

状

の
年
金
制

度

を

是
と
す

る
安

倍

候

補

は
間
違

っ
て

い
る
か
ら
、
総
裁
選

で

対

決
し

た

い
」
と
何

回

か
述

べ

つ
つ
、
「
自

分

が
当

選
す
れ
ば
安

倍
氏
と

は
異
な
り
、

中

道
左

派
の
票
も

国
政
選
挙
な
ど

で
取
り

込

め

る
」
と
語
り
、
安
倍
氏
を
牽
制
?

8

・
10

[木

〕

記

者

会

見

明
会

川

、11
恵

.r
委

駄

出

席

81
入

会
見
当

日

に

は
額
賀

、
山
崎

両
氏

の
不

出
馬
が
確

定
的

と
な
り
、
ま
す

ま
す
安
倍

氏
が
圧
倒
的
な

勝
利
を
収

め
る
.呵
能
性
が

強
ま

っ
て

い
る

..
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず

大
本
命

・
安
倍

氏

に
対
抗
し

よ
う
と
欲
す

る
毅
然
と
し

た

姿
勢
と
心
意
気

。

こ
こ
に
絶
対

権
力
者
の
佐
藤

栄
作
氏

に

逆
ら

い
新
党
旗

揚
げ
を
も
く

ろ

ん
だ

一
郎

氏
と
、
同
様

に
田

中
角
栄
氏

に
刃
向

か

い
、

「
新
自

由

ク

ラ
ブ

」
結
成

に
走

っ
た
洋
平

氏
と

..一代

に
わ

た

っ
て
、
脈

々
と
受
け
継

が
れ
る

ク
河

野

一
族
を

の
反
骨

精
神
を
あ

ら
た
め

て
感

じ

ら
れ
よ
う
。

だ
が
、
祖

父

、
実
父
は
世
論

の
喝
采
を

浴
び
る
反
面

、

戦
略
的
な
無
謀

さ

が
起
因

し
て
白
滅
す

る

側
面
が
あ

っ
た
、、
肝
心

の

20
人

の
推
薦

人

に
関
し
て
は

「
8
月

23
ロ

以
降
に
明
白

に

な

る
」
と
か
わ

し
た
..

し
か
し
、

結

果

は
残
念

な
が

ら
出
馬
不

可
能
に
至

っ
た

.
今
回

の
孤
独

な
出
馬
騒

動
に
対
し

て
、

単

に

マ
ス
コ
ミ
の
注
口
を

得
る
た

め
の
ゲ

ー
ム
感
覚

の
み

で

の
ス
タ

ン
ド

・
プ

レ
ー

と

の
批
判
を

浴
び

な
け
れ

ば
よ

い
が
…
…

=
会
見
で
は
外

交

.
教
育

問
題
に
も
言

及

.

こ
こ
へ
の
活

発

な
質
問

が
出
た

の
も
救

い
で
あ

っ
た
..

山
形
新
聞
客

員
論
説
委
貝

(東
京
駐
在
〕

浅

川

博
忠

ヘ
マ
ン
ト

・
ク
リ

シ

ャ
ン

・
シ
ン

駐

日
イ
ン
ド
大
使

日
米
豪
と
の
戦
略
対
話
に
留
意

10
億

の
民
に
よ

る

「
世
界
最
大

の
民
主

主
義

」
を
標
榜
し

、
I
T
を
武
器
に

一
躍
、

次

世
代

の
経
済
大

国

へ
駆
け
上
が
ろ
う
と

す

る
南

ア
ジ
ア
の
.巨
象
イ

ン
ド

、.
筆

者

が
特
派
員
を
し

て

い
た

一
昔
前
と
は
隔

世

の
感
が
あ
る

首

脳
外
交

で
行
き
詰
ま

っ
た
中
国
、
韓
国

と

は
裏
腹

に
、
日
印

関

係

は
政
治

・
経
済

両
.面

で
順
調

に
発
展

し

て

い
る

新

大
使
は

コ
ロ
ン
ビ

ア
、
イ
ン
ド
ネ

シ

ア
で
大
使
を
歴
任

し
た

ベ

テ
ラ
ン
外
交
官

で
、

7
月
に
着
任

し
た
ば

か
り

さ

っ
そ
く
イ

ン
ド

の
独
立
記
念
日
で
あ

る
8
月

15
口
、夫

妻

で
富
十

山
に
登
.頂
し
、

山

頂

の
神
社
に
参

拝
し
た

と

い
う

そ

の

際

、

「
両
国
関
係

が

極

み

に
達
す
る
よ

う

力

と
知
恵
を
与
え

て
」
と
祈

願
し
た

エ
ピ

ソ
ー

ド
を
会
見
冒

頭

に
披
露

し
た
、

8

・
W
…
[火

ゴ

記
者
会
見

司
会

春
名

幹
男
委

艮

通
訳

.西
村
好
美

出
席

硲
八

「
2
0
0
0

年

の
森

首
相

の
歴
史

的

な

訪
印
以
降
、
両

国

の
絆
は
強
ま

っ
た

」
と

指
摘
、
交
流

の
成

果
や
地
域
安
定

に
向

け

た
戦
略
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を

強
調

し
た
.

次
期
首
相
と

し
て
最
有
力
視

さ
れ
る
安

倍
官
.房
長
官
は
著
書

の
中

で
、
対

中
牽

制

の
意
を
込
め

て
民
室
L
義
な
ど
共

通

の
基

盤
を
持

つ

「
目
米
豪
印

4
力
国

の
戦
略

対

話
」
を
提
案
し

て

い
る

こ
れ

に
は
、
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
な

ど
を
襲

っ
た
大
津
波

に
4

力
国
が
救
援

で
協

力
し
た
実
績
を
挙

げ
な

が
ら
、
「安

倍

氏

の
本
を
読

ん

だ
.
提

案

に
留
意
し
、
止

式
な
話
が
あ
れ

ば
検

討
し

て
政
府

の
立
場

を
表
明
す
る
」
と
新

た
な

枠
組

み
作
り

に
含
み
を
持
た

せ
た
,

イ

ン
ド
国
内

で
は
購
買
力
を
持

つ
中
産

階
級

が
着
実

に
増
え
て

い
る
と

は

い
え
、

な
お
貧
富

の
格

差
は
大
き

い
.
宗

教
対
疏

や
隣
国

パ
キ

ス
タ

ン
と
の
緊
.張
も

残

る
、.

日
本
企
業

の
本

格
進
出
に
は
投
資

環
境

の

整
備

が
求

め
ら
れ
る

年
内

に
は

マ
ン
モ
ハ
ン

・
シ

ン
首
相

の

訪

口
も
予
定
さ

れ
、
11
印
関
係

の
さ
ら
な

る
発
展

に
新
大

使
が
手
腕
を
発
揮

す

る
余

地
は
大
き

い
、一

日
本
経
済
新

聞
執
行
役
員

秋
山

光

人

〔81
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但
木

敬

一

検
事
総
長

▼
「川
流
不
息
」ー

自
立
型
社
会
と
司
法
改
革

「
川
の
流

れ
は
や
ま
ず

(川

流
不
息

〉」
。

昼
食
会
後

、
謎

か
け

の
よ
う

な

メ

ッ
セ
ー

ジ
を
色
紙

に
残

し

て
降
壇

し
た
..
古

代
中

国

の
「
モ
字
文

」
と

い
う
漢
詩

の

一
節

だ
.

「
意
味

は
そ

れ
ぞ
れ

皆
さ
ん

お
考

え
く
だ

さ

い
」
と

い
う

こ
と
だ

っ
た

の
で
、
あ
え

て
私
な
り

の
解
釈
を
試
み
た
。

一
つ
は
、
現
在
進
行
中

の
特
捜

部
事
件

が
政
界
に
波
及
す

る
見
通
し
を
示

し
た
と

い
う
解
釈

、
だ

が
、
こ
れ
は
私

の
よ
う
な

現
役
検
察
担
当

の
疑
心
暗
鬼

か
も

し
れ
な

い
。
従

っ
て
も
う

一
つ
、
就
任

か

ら
2
カ

月

を
迎
え
た
但
木
総
長

の
決
意
表

明
と
と

ら
え
た

い
。

そ
の
含

み
は
、
講
演

の
中

で

暗

示
さ
れ

て

い
た
と
考
え

る
。

但
木
総
長

は
日
本
が
今
、
過
去

に
な

い

変
革

の
渦

中

に
あ

る
と

の
見

解

を

示
し

た
。
H
本
は

歴
史
的
に

「権
力

と
国
民

の

8

・
25

〔金

げ

昼
食
会

司

会

石
村
英

[郎
理
事

菅
沼

堅

吾
委

貝

出
席

臨
人

間

に

一
定

の
信

頼
関

係
が

あ

っ
た
」
た
め

「
戦

後

も
イ

ラ
ク

の
よ
う

な
対
米

テ

ロ
が

な

か

っ
た
」
と

い
う

。

そ
う
し
た

「
お
上

任

せ

の
国
」

で

「自

発
的

革
命
は
起
き
な

い
」

が
、

バ
プ

ル
崩

壊

で
初
め
て

「
保
護

主
義

か
ら
国
民
自

疏
型
社

会

へ
」
の
転
換

を
迫

ら
れ
て

い
る
と
分
析

す

る
。

と

り
わ
け

「
司
法
は

、
国
民
に
と

っ
て

あ
そ

こ
に
任

せ

て
お
け

ば

い
い
と

い
う
典

型
的

な
お
上
中

の
お
上

」

で
あ
り
、
国
民

参

加

型

の
裁
判

員
制
度

は

「最
先
端
を
行

く

」
改
革
だ
と
強
調
す

る
。

そ
し
て
、
国

民

の
関
心

の
低

さ
と

い
う
懸
念
も
承
知

で

「
日
本

が
戦
後
、

日

本

的

民
主
主
義
を
成

熟

さ
せ
た

こ
と

を
考
え

れ
ば
、
新
し

い
制

度
を

自
分
た
ち

の
社
会

に
同
化

で
き

な

い

わ

け
が
な

い
」
と
確
信

し

て
い
る
。

一
方

で
、
日
本

ほ
ど
司
法
従
事
者

の
汚

職

が
少
な

い
国

は
な

い
こ
と
に
触
れ
、
「
日

本

司
法
は
質
的

に
世

界

に
冠
た
る
」
と
も

自

負

し

た
。
「
川

の
流

れ

」
と

は
、

い
か

な

る
変
革
期
に

お

い
て
も

日
本
司
法
が
変

わ

ら
ず

守
り
続

け

て

い
く

べ
き
も

の
は

「
国

民
と

の
信
頼

関
係

」

だ

と
す

る
示
唆

で
あ
り
、

そ
れ

を
堅
持

し

て

い
く
と

い
う

マ

ニ
フ

ェ
ス
ト

で
は
な

い
か
。

毎

日
新

聞
社

会
部

伊
藤

一
郎

御
手
洗
冨
士
夫

日
本
経
団
連
会
長

・日
本

を

イ

ノ

ベ

ー
ト
で

き

る

か

H
本
経
団

連

の
会
長

に
就
任

し

て
3
カ

月
.一
「希
望

の
国

を
目
指
し
て
」
と
題

し
、

御
手
洗
冨
士

夫

・
会
長
が
白

ら

の
ビ

ジ

ヨ

ン
の

.
端
を

語

っ
た
。

御
手
洗
会

長

は

一
筋
縄

で
は

い
か
な

い

人
物
だ
。

ア
メ

リ
カ
駐
在

で
体
得

し
た
ド

ラ
イ
な
合

理
主

義

と
昔
気
質

の
義

理
人
情

が
渾
然

一
体

と

な

っ
て

い
る
。

こ

の
日
の

昼
食
会
か
ら
も

、
会

長
の
そ
ん
な

二

面
性

が
う
か
が
え
た

。

御
ヂ
洗
会
長

は
、

日
本
を
希

望

の

国
と

す

る

た

め

に
、

「
経

済
、
社
会

か
ら

国
民

の
意
識

に

い
た

る
ま

で
、
イ

ノ
ベ
ー

シ

ョ

ン

(変
革

)
を

推
し

進
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
た
。
小
泉

構
造
改
革
を
高
く
評
価
し
、
経
済
格
差
の

拡
大
に
つ
い
て
も
、
「能
力

や
努
力

に
よ

る
格
差
は
経
済
活
力
の
源
」と
是
認
し
た
。

そ
の

一
方

で
、
「
小
学
生
に
は
、
お
互

い
に
助
け
合
う
こ
と
が
人
間
と
し
て
大
切

だ
と
い
う
伝
統
的
な
価
値
観
を
教
え
る
必

要
が
あ
る
」
「
他
人
を
尊
重
し
、
弱
者
を

8

・
28

(11
〕

昼
食
会

司

会

滝
鼻

卓
雄
理
事
長

小
孫

茂
委

員

出
席

隅
人

思

い
や
る
公
徳
心
が
必

要
」
な
ど
と
、
ク

ギ
を
刺

す
あ
た
り
が
、
会

長

一
流

の
懐

の

深
さ

だ

ろ
う
。

バ
ラ

ン
ス
感
覚

に
た

け
た
御
手

洗
会
長

は
、

ず
け
ず
け
と
物
を

言
う

タ
イ
プ
だ

つ

た
前

任
者

の
奥

田
碩

・前
会
長
と
は

.
見
、

対

照
的
だ
。

質

疑
応
答

で
、

こ
ん
な

や
り
取
り
が
あ

っ
た
。

「
消
費

税
率
は
何

%

に
す

べ
き
だ

と
考

え

る
か
」

「
経

団
連

と

し

て
1
月
に
発
表
す

る
ビ
ジ

ョ
ン
に
盛

り
込

み
た

い
。
今

は
明
確
な
数
字

を

持

っ
て
い
な

い
」

就
任
か
ら
日
が

浅

い
こ
と
も

あ

っ

て
か
、
政
治

が
ら

み
の
問
題
で
は
、
慎
重
な
言

い
回
し
も
目

立

っ
た
。

し
か
し
、
キ
ヤ
ノ
ン
の
社
長
時
代
の
経

営
姿
勢
は
大
胆
か

つ
革
新
的
だ

っ
た
。
御

手
洗

・
経
団
連
が
ポ

ス
ト
小
泉
の
新
政
権

に
ど

ん
ど
ん
と
注
文
を

つ
け
る
日
も
、
そ

ん
な
に
遠
く
は
な

い
は
ず
だ
。

読
売
新
聞
編
集
委
員

松
田

陽
三

(9)



2006.9.10No.439

10月 か らス タ ー ト

覇
権
主
義
、
世
界
唯

一
の
超
大
国
、

自
由
と
民
主
主
義

の
使
命
、
帝
国
主

義
、

高
慢
、
単
独
行
動
…

…
。

9

・
1ー
テ

ロ
と
イ

ラ
ク
戦
争

後

の
ア

メ
リ
カ

に
は
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
形
容
詞

が

つ
い
て
ま

わ

る
、
不
安
、
あ
き

ら

め
、
追
随
、
反
発
、
あ

こ
が
れ
。
世

界
が

ア
メ
リ
カ
を

見
る
目
は
さ

ま
ざ
ま

だ

流
を
探

る

の
が

口
的
だ
。
社
会

、
宗
教
、

人
種
な
ど
を

切

り

口
に
、

ア
メ

リ
カ
を

よ
く
知

る
専

門
家

に
現
状
を
語

っ
て
も

ら
う
。

ア
メ
リ

カ
人

の
価
値
観

、
常
識
、

発
想
法
を
考
え

直

す
場
に
し
た

い
。

略
称

「
ア

メ
研

」
。
大
統

領

や

国
防

長
官

の
勇
ま

し

い
発
言
は
大
き

く
伝
わ

ア
メ
リ
カ

の
底

流
探

る

し
か
し
、
「
ア
メ
リ
カ

っ
て
何

?
」

と
聞
か
れ
る
と
私

た
ち
は
口
ご
も

っ

て
し
ま
う

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

m
月

か

ら

ス
タ

ー

ト
す

る
研
究

会

「
ア
メ
リ
カ
の
底
流
」

(仮
称

)
は
、
最

も
多
く

ニ
ュ
ー
ス
に
登

場
す

る

の
に
、

最
も

わ
か
ら
な

い
国
、

ア
メ
リ
カ

の
底

企
画
の
秋
味

右

の
よ
う
に
米
国

の
研

究
会

が
始
ま
り
ま
す

.
多
種
多
様
な
社
会

の
現
実
と
そ

の
政
治

・
社
会

シ
ス
テ
ム
を

再
吟

味
す

る
機
会

に
な

る

の
で
は
な

い
で

し

ょ
う
か
,
毎

目
の
中
井

さ
ん
と
共
同

の

春
名

幹
男

・
特
別
編
集
委
員
が
幹
事

で
す

▼
藤

村
幸
義
さ
ん
が
引

っ
張

っ
て
き
た
中

国
経

済

の
研
究
会
は
、
通
算
9
回
で

一
応

の
幕

、
政
治
編
を
検

討
し

て
も
ら

っ
て
い

ま

す
。

「中
東

ベ
ー

シ

ッ
ク
」

は
昨
年

-

月

に
読
売

の
中
井
康
朗

・
論
説
委
員
が

始

め
た

研
究
会

で
す

が
、
イ

ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、

レ

バ
ノ

ン
と
最
近

は
日
経

の
脇
祐

一.丁

論

る
が
、
市
民

の
多

様
な
人
生
と

考
え

方
を
細
か
く

伝
え

る
報

道

は
ま

だ

ま

だ

少
な

い
気

が
す

る
.
そ
ん
な

口
本

の

ア
メ
リ

カ
報

道

に

活
を
入
れ

る
機

会

に
な

れ
ば
、
と

願

っ

て

い
る
。

企
画
委
員

中
井

良
則

(毎

H
新
聞
論
説
委

員
)

説
副
主
幹

が
大

車
輪

で

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を

こ
な
し

て

い
ま
す
、

.

.人

で
当

分
続

け

て
も
ら
う

つ
も
り

で
す
.
長
命

の

「
H

I
V
.

「
エ
イ
ズ

」
は
、産
経

の
宮

出

【
雄

・

編
集
局
編
集

長

の
独
壇
場

で
す

▼
秋

か
ら

年
末
に
は

ベ
ト

ナ

ム
の
ズ

ン
首

相

、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア

の
ユ
ド

ヨ
ノ
大
統
領

、

イ
ン
ド

の
シ

ン
首
相

の
訪
日
も
f
定

さ
れ

て

い
る

よ
う
で
す
、

9

月
末

の
新
政
権

の
発
足
、

ア
ジ
ア
か
ら

の

要
人
来

日
、
米
国

、
中
国
、

ロ
シ
ア
、
韓
国

な
ど

の
大
使
招
待

、
そ
し

て
充
実
し
た
研

究
会
。
秋

の
味
覚

は
よ
り

ど
り

み
ど
り

に
な

る
か
も
.

(玄

〉

漠
詩

の
プ
レ
ゼ
ン
ト

石
川
忠
久
さ

ん

〔8

・
9
)
は
一
.松
学

舎

の
元
学
長

で
、
漢
字

文

化
振
興
会

の
専

務

理
事
。
と

い
う

よ
り

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
の
漢
詩

の
先
生
と

い

っ
た
方
が

一
般
に

は
通
り
が

い
い
か
も
し

れ

な

い
,

よ
く
ぞ
皆
さ

ん
、
漢

字

、
漢
詩

に
目
を

向
け

て
く
だ
さ

っ
た
と

、
出
席
者

に
著
書

「漢

詩

へ
の
招
待

」

だ

け

で
な
く
、

フ
ロ

ン
ト

ペ

ー
ジ
掲
載

の
漢

詩

二
首
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

し

て
く
れ
た
.、
以

下

は
岳
堂
先
生

の

自

作

の
解
説
で
す

孔
孟

の
遺
躍
李
杜

の
風
、

収

め
来

っ
て
尽
く
薬
籠

の
中

に
在
り

孔
f

、
孟
r

の
の
こ
さ
れ
た
も

の
、
李

白

や
杜
甫

の
風

、
こ
う

い

っ
た
も

の
を
全

部

目
本
人

は
取

り
込
ん

だ
。
白
家
薬
籠
中

の
も

の
に
し
て

い
る
と

い
う
意
味

で
す
。

蜻
洲

の
文
物

一
.千
年

、

看

る
べ
し
営

々
た
る
化

育

の
功

蜻

洲
と

い
う

の
は
日
本

の
こ
と

で
あ
り

ま
す
.,
皆

か
ら
あ

き

つ
し
ま

、
と

ん
ぼ

の

洲
と

い
う

の
で
す

.
日
本

の
文
物

.

.r
年
..

こ
の
中

国
か
ら
受

け
取

っ
た
文
化
を

ば
自

分
な
り

に
化
L
育

て
た

、
そ

の
手
柄
と

い

う

の
は
見

る
べ
き

で
あ

る
、

そ
ら
け

つ

蒼
頷
書
を
造

り

て
文
始
め
て
興

る
、

な

ら

よ

海
東
業
を
疑

い
て
克
く
能
を
争

う

蒼
頷
と

い
う

人
は
伝
説
で
漢
字

を

つ
く

っ
た
人
と
言
わ

れ

て

い
ま
す
、
あ

の
蒼
頷

が
文
字
を

つ
く

っ
て
文
化
が
始
ま

っ
た
.

文
は
じ
め

て
興

る
.、
海

の
東

で
あ

る

こ
の

国
に
も
渡

っ
て
き

て
日
本
人
は
業

を
な
ら

い
よ
く
能
力
を
争

っ
た
。

H
本
人

は
ま
あ

そ
う

い
っ
ち

ゃ
あ

れ

で
す
が
、
能
力

が
あ

り
ま
す

の
で
ね
。

そ

の
能
力
を
争

っ
て
負

け
ま

い
と

一
生
懸
命

勉
強
し
た
.、

し

よ

ニ

か

ん

ニ

へ

弁
知
す
汁如
古
濡
今

の
意
、

独
歩
風

騒
最
も
衿

る
に
足
る

茄
占
滴
今

と

い
う

の
は
、唐

の
文
章

家

・

詩
人

の
韓
愈

が
使

っ
た
言
葉
で
あ
り
ま

す

が
、

い
に
し
え
を
食

ら

い
い
ま
を

含

む
と

い
う
意
味

で
、
温
故
知
新
と
近

い
意
味

で

す

、背
の
こ
と

を
食

べ
る
よ
う

に
勉
強

し
、

い
ま
の
こ
と

は

口
に
含
む
よ
う

に
し

て
、

わ
き
ま
え
知

る
と

い
う

こ
と
で
す

一

U
本

で
は
、中
国

に
学
ん
だ
け
れ
ど
独
立

独
歩
...

風
騒

と

い
う

の

は
文

雅
と

い
う

意

味

で

す
、.
み
や
び

の
こ
と

で
す
ね

目
本
独
白

の
文
雅
を

つ
く

っ
た
。
非
常

に
誇

る

に
た

る
こ
と
だ
か
ら

こ
れ
を
自
覚
し
よ
う

と

い

う
意
味
で
す

、

【10ノ
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〈
理
事
交
代

〉

毎

日
新

聞
社

(新

)
朝
比
奈

豊

常
務
取
締
役
L

筆

(旧

)
橋
本

達
明

四縦
売

テ
レ
ビ
放
送

(新

)
占
野
俊
太
郎

取
締
役
報
道
局
長

(旧

)
森

岡

啓
人

H
本
新
聞
協
会

へ新
)
鳥
居

.兀
』
口

理
雰

・
事

務
H
明
長

(旧
〕
今

旧

昭

〈
監
事
交
代

〉

札
幌
テ
レ
ビ
放

送

(新
〕
舟
僑

隆

治

常
務
取
締

役
躯
京

気
L
、.・く

峯
-

(旧
〕
笹
原

嘉

弘

〈
法
人
会
員
代
表
変

更

〉

ス
ポ
ー

ツ
ニ
ッ
ポ

ン
新

聞
社

へ新
)
山
本

進

代

表
取
締
役
社
長

へ旧

)
白
根

邦

男

目
本
新
聞
協
会

〔新

〕
鳥

居

元

占

理
事

・
事
務
局
長

(旧

)
へ
'
川

昭

北
海
道

テ
レ
ビ
放
送

(新

〕
荻
谷

忠
男

代
表

取
締
役
社
長

(旧
〕
浜
本

孝
久

山
口
放
送

戸新

 
岩

出

幸

雄

代
表

取
締
役
社
長

【旧
 
赤
尾

嘉
文

*
第
撚
回
理
事

会
承
認
の
役
員
交
代
と
法
八

会
貝
代
表

の
変
更
で
す
.

リ レーエ ッセ ー

OPECと の
出会い①

 

私
が
中
東
産
油
国

を

取
材
し
た

の
は

、
.西
油
シ

ョ
ッ
ク

か

ら

4
年

後
、
今
か

ら
28
年
前

の
こ
と

で

あ

る
、
N
H
K
特
集

「
フ
ァ
イ
サ

ル
王

の
決
意

.石
油
戦

略
発
動

」
制

作

の
た
め
で
あ

っ
た

、
シ

ョ
ッ
ク
の
最

中

に
は
、
外
信
部
長

と

い
う
東
京

の
行

政
職
だ

っ
た

の
で
、
移
動
特
派
員

〔
1

9
5

8
年
)
以
来

20
年
ぶ
り

の
中
東
。

と
ま
ど
う
こ
と
も
多
.か

っ
た

.
産
油
国

で
は
、

ア
ル

コ
ー

ル
は

】
切
ご
法
度

で

あ

る
.
3
週
間

の
サ

ウ
ジ
滞
在
、

!
週

間

に
及

ぶ
イ

ラ

ン
と

リ

ビ

ア
取
材

の

後
、

エ
ー
ル

・
フ
ラ
ン
ス
機

が
領
空
を

離
れ
た
途

端
、
「
ボ
ン
」
「
ボ

ン

一
と

シ

ャ
ン
パ

ン
を
ぬ

い
て
ふ

る
ま

っ
て

く
れ
た
粋

な
は
か
ら

い
を
今

で
も
忘

れ
な

い
、

リ
ヤ
ド

の
中
央

モ
ス
ク
前

の
広
場

で
人
出
を

撮
影
し
よ
う
と

す

る
と

、

宗
教
警

察

が

こ
ん
棒
を
持

っ
て
す

ご

い
剣

幕

で
と

び

出

し

カ

メ

ラ
を

制

止
す

石

油

と

コ

ー

ラ

ン
い

っ
た
今

口
の
状
況
と

は
全
く
次
元
が
ち

が
う

、
イ

エ
ル
サ

レ
ム
を

ア
ラ
ブ
に
取
り

.民
し

た

い
と

い
う

フ

ァ
イ

サ

ル
の
悲

願

を
、
映
像

で
視

聴
者

に
分

か

っ
て
い
た
だ

く
た

め
、
わ
れ

わ
れ

は
、
サ

ウ
ド
家

の
成

り
立
ち

な
ど
を

映
画

「
ア
ラ
ビ

ア
の

ロ
レ

ン
ス
」
も

ど
き

に
描
写

し
よ
う
と
努
め
た
.「

フ
「,
イ
サ
ル
.七
の
伝
記
を

.卜
敷
き
に
し
て
、

磯
村

尚
徳

る
。
聞
け
ば
、

む
ち
打

ち
や
手

首

の
切
断

の
公
開
処

刑
が

予
定
さ
れ
て

い
た
と

か
..

い
う
ま

で
も

な
く
、
サ
ウ
ジ

の

フ
ァ
イ

サ

ル
モ
が

ア
ラ
ブ

に
非

友
好

的
な
国

に
石

油
を
供
給

し
な

い
決
定

を
し
た
動
機

は
、

宗
教
的
と
も

い
え
る

ア
ラ
ブ

の
大
義

の
た

め
で
あ

っ
た
。

原
油
先
物
市

場

の
思
惑

と

そ

の
他
記
憶
に
残

っ

て

い
る
点
、
そ
れ
は
産

油

国

の
富

に
感
じ
た
違

和
感

で
あ

る
、
当
時

の

世
界

の
ス
ー
パ
ー

・
ス

タ

ー
で
、

フ
ァ
イ
サ

ル

上

の
秘
蔵

っ
チ

と

い
わ
れ
た

ヤ

マ
ニ
石
油

柑

は
、
「
わ
れ
わ

れ

は
、

財
宝

の
海

の
中

に
い
る
」
と

の
た
ま

っ
た
し
、
そ

の

一
分

の
隙
も

な

い
服

装
、
宝

石

の
ア
ク
セ
サ
リ

ー
と
共

に
忘
れ

が
た

い
。

ホ
メ
イ

ニ
革

命

で
倒
れ

る
半
年
前
の
イ

ラ

ン

の
パ
ー

レ

ビ

国
.上

が
住

む
金

殿
玉

楼

.

リ

ビ

ア

の

カ

ダ

フ

ィ

i

大

佐

は

、

豪

華

な

住

ま

い

の
撮

影

を

許

さ

ず

、

そ

の

か

わ

り

に

、

公

邸

の

庭

に

テ

ン

ト

を

張

り

、

メ

ッ

カ

に

礼

拝

し

て

、

敬

慶

な

イ

ス

ラ

ー

ム

教

徒

ぶ

り

を

ア

ピ

ー

ル

し

た

演

出

等

々

.

今

ー1

の

リ

ヤ

ド

、

ド

ー

ハ

の

n

に

見

え

る

豊

か

さ

に

比

べ

、

ま

だ

背

の

び

す

る

姿

が

そ

こ

に

は

見

ら

れ

た

し

、

O

P

E

C

は

、

今

で

は

V

R

A

I

(
ヴ

ェ
ネ

ズ

エ
ラ

、

ロ

シ

ア

、

ア

ラ

ビ

ア

、

イ

ラ

ン

)

と

い
う

キ

ー

ワ

ー

ド

に

と

っ
て

か

わ

ら

れ

よ

う

と

し

て

い
る

.

砂

漠

の

ロ

マ

ン
と

は

程

遠

い

世

界

で

あ

る

..

(
1

9

7

7

年

度

ク

ラ

ブ

賞

受

賞

)

原

湘

高

と

オ

イ

ル

マ
ネ

ー

の

動

向

が

大

き

な

ニ

ュ
ー

ス

に

な

っ
て

い

ま

す

..
「
石

油

シ

ョ

ッ

ク

」

に

襲

わ

れ

た

1

9

7

0

年

代

も

特

派

員

や

経

済

記
者

が

産

油

国

や

O

P

E

C

取

材

に

奔

走

し

ま

し

た

、.
12

月

号

ま

で
当

時

の

”
思

い
出

9

を

つ
な

い

で

い

た

だ

き

ま

す

..

「11:1
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悔

恨

の
ロ

ッ
キ

ー
ド
事
件
報
道

田
中
角
栄

.兀
首
相
が
逮
捕
さ

れ

て
30
年

が
経

っ
た
,

検
察

キ

ャ
ッ
プ
と

し

て
取
材

を
担
当
し
た

ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件

は
、
時
問

が
経

つ
ご
と

に
悔
悟
が

つ
の
る
,

で
も
、

そ
れ

は
田
中
元
首
相
逮

捕

の
取

材
戦
争

に
負

け

た
こ
と

で
は
な

い
、
む
し

ろ
1
9
7
6
年

7
月

27
目

の
田
中

逮
捕
を

当
日
に
ア
告

し

た
他

の
新

聞
は
な

く
、
毎

日
は

「検
察

重
大
決
意

へ

高
官

逮
捕

は

目
前

5
億

円

の
流
れ
突

き
と

め
る
」
と

異
色
の
朝
刊

を
作

っ
て
い
た
が

、

こ
の
こ

と
が
か
え

っ
て
私

の
心
を
苦

し
ま

せ
る
.

1
9
7
6
年

2
月

4
口
、

ア

メ
リ
カ
ヒ

院
外
交
委

で
火
を
噴

い
た

ロ

ッ
キ
ー
ド
事

件

は
H
米

を

ま

た

に
か
け

た

巨

大

な
疑

獄

、
東
京
地

検
特
捜
部
は
暗

黒

の
帝
E

・

児
玉
誉
上
夫

の
逮
捕
を
長

い
間
狙

っ
て

い

な
が
ら
、
そ

の
実
態
は

ア
メ
リ

カ
議
会

の

方
が
よ
く

知

っ
て

い
た
..
「
も

し

、

こ
の

捜
査
に
失
敗

す
れ
ば
検
察

の
信
頼

は
崩
壊

す

る
」
と
特
捜

検
・察
は
必
死
だ

っ
た
,

そ

の
翌
日
に

は
裏
舞

台
を
示
唆
す

る
毎

日
新

聞

の
外
電
が
あ

っ
た
..
=

ワ
シ
ン
ト

ン
五
[
】
昨
年

夏

ワ
シ

ン
ト

ン
の
ヒ
院
外

交

委

多
国
籍
小
委

に
、

ロ

ッ
キ
ー
ド
航
空

会

社

の
極
秘
書

類
が
同

社
会
計
事
務
所
か

ら

誤
送

さ
れ
た
。
こ
れ

は

ミ
ス
テ
リ

ー
だ
」

こ
れ
が
事
件

の
発
端

で
、
田
中
元
首
相

の
刎

頸

の
友

・
小
佐
野

賢
治
、
丸
紅
、
全

日
空

の
社
長
ら

の
名

が

ア
メ
リ
カ
の
議
会

で
出

て
き
た

口
本

の
大
物
政
治
家
が
ゾ

ロ
ゾ

ロ
登
場
し
そ
う
な

恐
さ
が
あ

っ
た
..

だ

が
、
児
玉
が
脳
血
栓

の
た
め
逮
捕

で
き

な

か

っ
た
が
、
そ
れ

で
も
大
物
政
治
家
が

浮

か
ん

で
い
る
、.

社

会
部

に
は

「
ロ

ッ
キ
ー
ド
取
材
班
」

に
加

わ

る
希
望

者
が
殺

到
し
た
..
大
阪
社

会

部

の
K
は
東

大
空
手

部
副
将

の
猛
者
記

者

。

ヒ
司

の
部

長

に

「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件

に
大

阪
社
会
部

が
関
係

し
な
く

て
い
い
の

で
す

か
」
と
、

直
談
判

し
て
東
京
社
会

部

司
法

ク
ラ
ブ
に

、長
期
出
張

し
た
.

彼

は
夜

回
り

の
走

行
距
離

も

2

倍

な

ら
、
食
事
も

2
倍

,
コ
ー
ヒ
ー
で
さ
え

「
ダ

ブ
ル
で
1
」
と

注
文
し
た
も

の
だ
。
彼

は

打
ち
合
わ

せ

の
時
、
言

っ
た
も

の
だ

「
山
本

さ
ん
、

特

ダ
ネ
と

か
、

他

社
を

考
え
た
ら
ダ

メ

で

っ
せ
。

こ
れ
だ
け

の
事

件

で
す
わ

.
検

察

の
金
庫
破

り
を
す

る
く

ら

い
の
意
気
込

み

で
な
け
れ
ば
あ
き

ま

へ

ん
。
そ
う

、

ス
パ
イ
大
作
戦
で
す

わ
」

こ
の
時

は
知

ら
な
か

っ
た
が
、
読
売
大

阪
社
会
部

O
B

の
大
谷
昭
宏

(現

・
ブ
リ

ー
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

)が
月
刊

雑
誌

「潮

」

で
打
ち
明
け

て

い
る
.

「
K
と
私

は
大

阪
府
警
捜

査

一
課

の
事

件
記
者
.
す

さ

ま
じ

い
競
争
を

し
た
.
殺

人
事
件

の
被
疑

者
が
勾
留
期

限
ギ

リ
ギ
リ

で
白
供
し
た
,

私
は
社
会
面

ト

ッ
プ

の
特

ダ
ネ
と
思

っ
た

が
、毎

日
に
も
出

て

い
る
。

。
そ
ん
な

ア
ホ

な

〃
と

調

べ
た

ら
、

K

が

取
調
室

の
外

の
鉄

格

子

に

ぶ

ら

下

が

り
、
赤

い
顔
を
し

て
刑
事

が

調
書
を
読
む

声
を
聞
き
取

っ
た
」

K
は

の
ち

に
編
集
局

.長

に
な

っ
た
が
、

当
時

の
司
法

ク
ラ
ブ

は
事

件

記
者
だ
ら
け

だ

っ
た
.

1
0
0
人

は

い
る
社
会
部
の
ほ

と
ん
ど

が

ロ
ッ
キ
ー

ド
事

件

に
関
与
し
た

が
、
検
察
担
当
は

K
を
含

む

7
人

の
侍
。

真
,夏

の
司
法
記
者

ク

ラ
ブ

に
は
眠
り

こ

け
る
猛
者

た
ち
、
男
臭

い
汗
、

こ
れ
は
、

私

に
死
体
置
き
場
を
連
想

さ

せ
た
が
、夜
、

目
を
光

ら
す
姿

に
は
鬼
気

が
迫

っ
た
.

そ
し

て

「君

モ
シ
ク

ハ
君

ノ
仲
間
ガ
殺

サ

レ

ヨ
ウ
ト
、
当
局

ハ
関
知

シ
ナ
イ
」
と

い
う
、

ス
パ
イ
大
作
戦
を

毎

H
司
法
記
者

は
実
行

し
た
、
大
物
政
治

家
名

の
極
秘
調

書
は
東
京
地
検
特
捜
部

の
奥

深
い
金
庫

に

あ
る
、

私
は
発
覚
し
た

と
き

に
そ
な
え

て

辞
表
を
書

い
た
.、

東
京

地
検
特
捜
部

は
旧
庁
舎

5
階
に
あ

り
夜
か

ら
未
明

に
か
け

て
は
検
事
が

い
た

が
早
朝

に
は
、

.
階
通

…用
[
の
警
備
員
詰

め
所
を
突
破
す
れ
ば
、
特

捜
部

は
無
人

に

な
る
.
警
備
貝
は
新
聞

を
読

み
、
意
外

に

死
角
を

発
見
し
た

..
奇
襲

は

早
朝
,

4
人

が
チ
ー

ム
を
組

み
特
捜
部

の
ド
ア

を
開
け

る
と
ま
た
ド

ア
.

二
重
廊
下
に
な

っ
て
お
り
、
各
検
事

の
取
調
室
は
鍵
が
か

け

て
あ

っ
た
。
だ
が
、
至

宝

の
調
寄

の
入

手
に
成
功
す
る
.
検
事

室

は
厳
重
だ
が
、

検
事
室
前

に
置

い
て
あ

る
ゴ

ミ
箱
に
は
、

1:12〕
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調
書

の
書
き
損

じ
た
紙

が
多

量

に
捨

て
ら

れ

て

い
た
、
得
難

い
極
秘

情
報

の

.
端
だ
。

ス
パ
イ
大
作
戦
は
強
力

だ

が
、
長
く
続
け

ら
れ

な
か

っ
た
.

大

作
戦

で
は
運
び
川

し

た
調
書
を
ス
ト

レ
ー
ト

に
使

っ
て
は
な

ら

な

い
鉄
則
が
あ

る
が
、
私

の
仲
間
が
ミ

ス
を

犯
し
た
、
一
特

捜
部

は
毎

口
を
狙

っ
て
く

る
だ
ろ
う
」
と
、

私

た

ち

は
警
戒
、
「作

戦

は
他

に
も
あ

る

か
ら

ド
ン

マ
イ

・
ド

ン

マ
イ
」
と
ス
パ
イ

大
作

戦

は
中
止
し
た
、

私

は

ロ
事
件

の
10
年
前

、
検
察
担
当

の

司
法
記

者

に
な

っ
た
時
、

石
谷
龍
生
キ

ャ

ッ
プ

か
ら

「
逆
転

の
仮
説

」
を
徹
底
的
に

叩
き
込

ま
れ
た
経
験
が
あ

る
..

「
事

件

は
あ
ら

ゆ
る
可

能

性
を
考
え
な

き

や
ダ

メ
、.
多
く

の
仮
説

を

つ
く
る
,
そ

の
中

で
最
も
あ
り
そ
う
も

な

い
仮
説
が
現

実

に
な

っ
た
時

、
特
ダ
ネ

の
威
力

は
す

さ

ま

じ
い
.
逆
転

の
仮
説
で
戦
う

の
だ

」

当
時
、
特
捜

部

が
恐
喝
な
ど

で
逮
捕

し

た

川
中
彰
治
代

議
十

は

「議
貝

は
絶

対

に

や
め
な

い
.、
刑

務
所

か
ら
疏
候
補

し

て
や

る

と
息
ま

い
た

.
各
紙
は
そ
れ
を

報
じ

て

い
た
、
し
か

し

「逆
転

の
仮
説

」

は
生

き

て

い
た
.

田

中
彰
治
は
突
如

国
会

議
員

を

や
め
た
,
主

婦
連

が
刑
務
所
に
押

し
か

け

る
と
聞

い
て

田

中

は
恐
怖

に

か

ら

れ

た

私
の
m
年

前

の
特
ダ
ネ
だ

っ
た

、

私
た
ち
は

ロ

ッ
キ
ー
ド
事
件
で
あ

ら

ゆ

る
手
法
を
使

っ
た
、.
が
、
最
も
威
力

を
発

揮
し
た
の
は

「
逆

転

の
仮
説
」
な

の
だ
。

検
察
の
秘
密

主

義
は
徹
底
し

て

い
た

政
界
大
物

の
う

ち

田
中
角
栄
前
首
相

に

つ

い
て
は
、
直
前

の
田
中
金
脈
事
件

が
東
京

地
検

の
捜
査

に

も

か
か
わ
ら
ず
不
発

に
終

わ
り
、
田
中
権

力

の
巨
大
さ
か
ら

田
中

に

田中 前 首相 逮 捕 の 日の 毎 日朝 団 ・面 トップ げ6.

7,27}一 名前 を出すべ きか 詳か悩み に悩 んだ

ま
で
は
捜
査

は

い

か
な

い
の

で
は
な

い
か
、
と

い
う

推

測

が

流

れ

て

い

た
.初

夏

の
夜

、
最

高
検
検
事

・
伊
藤

栄
樹

(
の
ち

検
事

総
長
)
が
、

裁
判

所
構
内
を

酒

の
ポ

ロ
酔

い
機

嫌

で
歩

い
て
い
た
。

彼
は

少
し

前
、
捜
査
指
揮

の
東

京

地
検
次
席

で

あ
り

田
中
金
脈
不
発

に
批
判

が
あ

っ
た
.

私
は

「
田
中
角
栄

は
ど

う

で
す
か
」
と
声

を

か
け
た

伊
藤

は

「
角

栄
は
絶
対
許
さ

な

い
」
と
怒
り
出

し
た

、
伊
藤
は

ロ
ッ
キ

ー
ド
事
件
担
当

で
は
な
か

っ
た
が
検
事

の

気
.分
は

よ
く
知

っ
て

い
る
.,

私

は
と

っ
さ

に

「
逆
転

の
仮
説

.
を

思

っ
た
、.
そ
う
か
、

狙

い
は

角
栄
な

ん
だ

検
察

の
角
栄
恐
怖

ア
レ
ル
ギ

ー
は
消
え
て

い
た
.

私
た
ち

は
角
栄

の
徹
底
的
な
取
材

に
入

っ
た
.
逮
捕

.
ヵ
月

前

の

こ
と
だ
.

逮
捕

前

H
の
7
月

26
目
、
検
察
幹
部
は

一
様

に

.病
気
ウ
に
な

っ
た

、
捜
査
」
任

・

吉
永
祐

介

で
さ

え
、
夜

回
り

の
記
者
た
ち

に

「
腹
が
痛

い

明

日
は
病

院
に
寄

っ
て

か
ら
役
所

に
出

る
よ
」
と
言

っ
た
。

こ
の

異
変

は
尋

常
で
は
な

い
。

こ
れ

こ
そ
最
高

の

一.逆
転

の
仮

説
」

で
は

な

い
か
ー

.

.、

私
た
ち

は
朝

刊

【
面

で

「
検
察
貢
大
決

意

」
と
書

い
た
.
田
中
角
栄

前
首
相
と
分

か
る
よ
う

に
書

い
た
が
、
名

前
は
伏

せ
た
、.

毎

u
]
の
予
告
通
り
田
中

は
翌
朝

に
逮
捕

さ

れ
た
が

、
私
に
は
深

い
葛
藤

が
残

っ
た
。

検

察

は
大
物

政
治

家

を

逮

捕
す

る
時

は
、
必
ず

事
前

に
任
意
調

べ
を
す
る

の
が

鉄
則
だ
.、昭
電
事

件

の
芦

田
均
前
首
相

(無

罪

)。

造

船
事
件

で
与

党

の
佐
藤
栄
作
幹

事
長

{指
揮
権
発
動
)

ら
多
く

の
人
が
任

意
調

べ
を
受
け

た
が
、
角

栄

に
は
そ
れ
が

な

い
。

田
中
角
栄

の
名

を
出
す

べ
き
か
伏

せ
る
べ
き
か

私
は
迷

い
、
結
局
、
検

察

の
伝
統

に
従

っ
た

が
検
察
は
そ
れ
を
無

視
し
た
.

「逆

転

の
発
想
」
を
使

っ
た

の

は

マ
ス
コ
ミ
で
は
な
く
特
捜
検
・察
そ

の
も

の
だ

っ
た
.、

私
は
検
察

に
は
完
敗

し
た
と
思

っ
た
.

も
し
仮

に
毎

日
が
事

前
に
田
中
角
栄

の

名
を
出
し

て

い
た

ら
、
そ

の
勢

い
で
、

ロ

ッ
キ
ー
ド
事

件
発
覚

の
時
、

ロ
ッ
キ
ー
ド

極
秘
書
類
が

ア
メ
リ

カ
ヒ
院
多
国

籍
小
委

に
誤
送
さ
れ
た

ミ

ス
テ
リ
ー

へ
の
取
材
に

突

っ
込
ん

で

い
た
だ

ろ
う
.

そ
れ

こ
そ

が

ア
メ
リ
カ
の
石
汕

政
策

に

反
旗
を
ひ

る
が
え
し

た
田
中
角
栄

に
対
す

る
謀
略

の
様
相

が
濃

い
が
、
時
機

を
失
し

て
真
相
は
わ

か
ら
な

い
.

ロ

ッ
キ

ー
ド
事

件
は
後
悔

の
多

い
事
件

だ

っ
た
.

そ
れ
に
し
て
も
戦
後

H
本
は

「
下
山
事

件
」
「
松
川
事

件

」
「
西

山
事

件
」

「
ロ

ッ

キ
ー
ド
事
件

」
と
、
常

に
ア
メ
リ
カ
が
加

害
者
、
日
本

が
被
害

者
と

い
う
謀
略
横
…図

が
多

い
こ
と

か
ー

.

(文
中
敬
称
略

)

や
ま

も

と

・
ゆ

う

じ

会

員

ー
9

3

6
年

生
ま

れ

61
年

毎

日

新

聞
人
社

事

件

一

筋

で
司
法

キ

ャ

ッ
プ

東

京
本

社

社

会

部

長

な
ど

86
年

脳

出

血

で
倒

れ
右

半

身

不

随

と
な

っ
た

が

フて
の

ハ
ン
デ

ィ
を

乗

り

越

え

復

帰

91
年

退

社

著

占

に

「
東

京

地

検
特

捜

部

』

『.最

高

裁

物

語
』

『
ア

メ
リ

カ

の
正

義

に
惑

わ

さ

れ

る
な

」
な

ど

最

新

作
は

「毎

日
新

聞

社
会

部
』

95
年

度

目

本

記
暫

ク

ラ
ブ

賞

受

賞

似
顔

絵

は

左

手

で
書

い
た

原

稿

に
添
え

ら
れ

て

い
た

も

の

〔13:1
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7
月
31
日
午
前

7
時
半
、

ベ
イ

ル
ー
ト

か
ら
地
中
海
岸
沿

い
に
レ
バ
ノ

ン
南

部

へ

延
び
る
幹
線

道
。
我

々
以
外
、
車

の
影

は

な

い
。
イ

ス
ラ

エ
ル
軍

の
「
48
時
間
停
戦
」

の

一
報
か
ら
8
時
間
。
前
日

の
空
爆

で
54

人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
た

(後
に
約

30
人

死
亡
と
判
明

)
南
部
カ
ナ

へ
向

か

っ
た
。

レ
バ
ノ

ン
に
来

て
3
日
目
。

戦
争
取
材

の
経
験
も
な

い
。
安
全
策

を
考
え

た
が
思

い
浮
か
ば
ず

、
心
だ
け
が
は
や
る
。
激
し

い
空
爆
を
受
け

た
幹
線
道

は
封
鎖

さ
れ
、

山

側

の
唯

一
の
迂
回
道
を
通

る
。

里
…こ
げ

の
工
場

や
給
油

所
が
続
く

サ
イ
ダ
南

郊
か

ら

、
バ
ナ
ナ
畑

に
囲
ま
れ
た
リ
タ

ニ
川
が

見
え

て
く
る
。

川
向

こ
う

の
道

は
、

こ
の

建物 の 壁 は完全 に崩 れ鉄 骨 が折 れ曲 が っ てい た カ ナの 空 爆

現 場 多数 の民 間人 の犠 牲者 が出 た(7.31)=談i売 新 聞

レ

バ

ノ
ン

・
カ

ナ

空

爆

取
材
は
ガ
ソ
リ
ン
の
安
定
確
保
か
ら

日
朝

の
イ

ス
ラ

エ
ル
軍

の
砲

撃

に
よ
る
巨

大

な
陥
没

で
ふ
さ
が
れ

て

い
た
。
生
死
が

「
時

間
差
」

で
決

ま
る
現

実
を

感
じ
た
。

口

朝

11
時
半
、

カ
ナ
到
着

。

オ

ム
ツ
や
靴

な
ど
住
民

の
所
持

品
が
散
乱
す

る
現
場
で
、

携
帯

電
話

が
鳴

る
。
東
京

の
デ

ス
ク
か
ら

だ
。

通
話
状
態

は
良
好
。

携
帯

で
吹
き
込

み
送
稿

す

る
と
伝
え
る
。

だ

が
取
材
を
終

え
、

原
稿

の
構
成
を
考
え

て

い
る
と
、
同

僚

の
カ

メ
ラ

マ
ン
、
中
村

光

一
記
者

の
困

惑
し

た
表

情
が

目
に
入

っ
た
。
写
真
送
信

用

の
衛

星
電
話

が
通
じ
な

い
と

い
う
。
朝

刊
早
版
締

め
切
り
ま

で
30
分
。
中
村
記
者

は

ベ
イ

ル
ー
ト

で
も
同
じ

問
題
を
抱
え
て

い
た
。

「
ハ
イ

テ
ク
を

駆
使

す

る
イ

ス
ラ

エ
ル
軍

の
通
信

妨
害

」
。
真

相

は
不
明

だ

が
、

レ
バ
ノ
ン
人

の
間

で
は
そ
う
信
じ
ら

れ

て
い
た
。

中
村
記
者

は
結

局
、
1
枚
あ

た
り

15
分

か
け

て
携
帯
電
話

で
送
信
し
た
。

「
48
時

間

」
は
瞬

く

間

に
終

わ
り
、
イ

ス
ラ

エ
ル
軍

の
陸
海
空
封

鎖

で
、

レ
バ
ノ

ン
国

内

の
物
資

不
足

は

一
層

深
刻
化

し

・柳

沢

亨

之

(読
売
新
聞
社
)

た
。
特
に
、
取

材

で
車

が
不
可
欠

な
我

々

に
と

っ
て
は
、

ガ

ソ
リ

ン
不
足

が
打
撃

だ

っ
た
。
首
都
周

辺

の
給
油
所
の
大
半

が
休

業

。
開
業
中

の
店

に
午
前
3
時
か

ら
並

ん

で
も
、
人
手

で

き

る
保

証
は
な

い
。

闇

市

場

で
は
通
常

の

3
倍
以

上
の
価
格

で
手

に

入

れ
る
こ
と
も

で
き
た

が
、
そ
れ
も

1
回

限
り

で
、
以
降

の
保
証

は
な

い
。
個

人
的

な

ツ
テ
を
持

つ
と

い
う
知
人
の
親
族

に
頼

み
込
み
、

一
回
当

た
り
数
ト
リ

ッ
ト

ル
の

「
安
定
供
給
」

の

約

束
を
取
り
付

け

た
。

お

か
げ
で
国
連
安

保
理
決
議
に
基
づ

く
停

戦

が
発
効
し
た

8
月

14
日
、
再
び

レ

バ
ノ

ン
南
部
で
取
材

す

る

こ
と
が
で
き
た

。

ロ

ヒ
ズ
ボ
ラ
が
実

効

支
配
す
る
レ

バ

ノ
ン

南

部
や
首
都
南

郊

で

の
取
材
現
場

で
は
、

ヒ
ズ
ボ
ラ
と

い
う

組

織

の
影
を
感

じ

る

こ

と

も
多
か

っ
た

。

カ
ナ

の
現
場

で
は

、
被

害

者

の
親

族

と

い
う

ア

ッ
バ

ス

さ

ん

(30
)
ら
男
性

2

人

が
、
各
国
記

者

の
質

問
攻
め
に
も
嫌

な

顔

一
つ
見

せ
ず
、

空
爆

の
惨
状
を
語

り

、
「
ヒ
ズ
ボ
ラ
軍
事

部

門

は

い
な

い
」
と
証
言
し

た
。
他

の
住
民
は

疎
開
中

の
た
め
、
「裏
取
り

」

は
難
し
く
、

結
局
、

ア

ッ
バ
ス
さ
ん

ら

の
話

に
基
づ
き

原
稿
を
書

い
た
。
現
場
周

辺

に
は
、

ヒ
ズ

ボ
ラ
要

員

の
特
徴

で
あ

る

ス
ク
ー
タ
ー
に

乗

っ
た
若
者
2
人
組
が
う

ろ

つ
い
て
い
た
。

戦
争
中

、
人
影
が
消
え

た
首
都
南
郊

の

ガ
ー
ド

下

の

一
角
だ
け

に
は

ヒ
ズ
ボ

ラ
関

係
者
数
人

が
待
機
し
、
同
地

区

で
不
定
期

に
行
う

「
メ
デ
ィ
ア

・
ツ
ア
ー
」

の
開
催

情
報
な
ど

を
提
供
し
た
。

14
日

の
停
戦
後

に
は

ヒ
ズ

ボ
ラ
要
員
多

数

が
戻
り
、
各
国

記
者
ら

の
案
内
を
本
格

的

に
始
め
た
。
不

発
弾

の
危

険
を
教
え
て
く
れ

る

の
は
助
か

っ
た

が
、

「情
報
操
作

」

が

全

く
な
か

っ

た
と

証
明
す

る
こ
と
は

で
き

な

い
。

口

停

戦
後
も
続
く
イ
ス

ラ

エ
ル
軍
と
ヒ
ズ

ボ

ラ

の
に

ら
み
合

い
は
、

不
安
定
度
と
複

雑

さ
を

増
す
中
東
全
体

の

一
断
片

に
過
ぎ

な

い
の
か
も
し
れ
な

い
。

紛
争
地

で
の
取

材

は
天
運

に
頼
る
面
が
あ

る

に
せ
よ
、
日

ご

ろ
か
ら
安
全

へ
の
備
え

を
怠

ら
な

い
こ

と
、

そ
し

て
様

々
な

「
証

言
」
を
冷
静
に

描
く

た
め

の
筆
力
と
知
識

を
磨

い
て
お
く

こ
と

の
大
切
さ
を
今
、
感

じ

て

い
る
。

や
な
ぎ
さ
わ

・
み
ち
の
ぶ

1
9
9
5
年
入
社

国
際
部
を
経
て

04
年
か
ら
カ
イ

ロ
支
局

写
真
撮
影

11
中
村
光

.

(な
か
む
ら

・
こ
う
い

ち
)
記
者

1
9
9
4
年
入
祉

写
真
部
を
綴

て

05
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
支
局

q4)
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「
な
ぜ

再
開
を
急
ぐ
の
か
」
「
政
治
や
経

済
を
優

先

し
て
、
消
費

者
を

置
き
去
り
に

し
て

い
る

一

米

国
産
牛

肉
の
輸
入
再

開

が
正
式
に
決

ま

っ
た
翌

11
の
7
月

28
U
、
厚

生
労
働
省

と
農
林

水
産
省
が
東
京
と
大

阪

で
開
い
た

消
費
者

ら

へ
の
説
明
会

で
は
、
輸
入
再
開

に
批
判

が
租
次

い
だ

米

国
産

牛
肉
に
対

す
る
.不
安

は
な
か
な
か
拭

え

そ
う
に
な

い

な
、
と
会

場

の
雰
囲
気
か
ら
感

じ
ら
れ
た

輸
人
業

者

も
そ
う
考
え

て

い
る
よ
う
だ

8
月

23
H
時
点

で
米

国
産
牛

肉

の
輪
入
は

わ
ず

か

42
ト

ン
に
と
ど
ま

つ
て

い
る

4
月

か
ら
内
閣
府

の
食
品
安

全
委
員
会

の
担
当

と

な
り
、

こ
の
問

題
を

ウ
オ
ッ
チ

し

て

い
る
.

ち
ょ
う
ど

5
年

前

に
、
国
内

で
初
め

て
牛
海
綿
状
脳
症

(B
S
E
)
感

染
牛

が
見

つ
か

っ
て
以
来
、

日
本

の
食
品

安
全
行

政

は
大
き
く
変
わ

っ
た
,
厚
労
省

や
農
水
省

が
規
制
や
指
導

を
判
う

が
、
科

学
的

に
安

全
性
を
検
討

す
る

リ
ス
ク
評
価

は
3
年

前

に
発
足
し
た
食

品
安

全
委
員
会

の
仕
事
だ

、

朝

日
新

聞

の
場
合
、
食

の
安

全

の
問
題

は
、
農

水

省

担
当

(経
済

部

)、
厚

労
省

担
当

(社

会

部

)、
食

品
安

全

委

貝
会
担

当

(生

活

部
)
が
中
心
と

な
り
、
部
の
垣

根
を
越

え

て
取
材
し
て

い
る
、
米
国
産
牛

肉

の
輸

入
.再
開
は
、
日
米
闘

の
大
き
な
外

交
間

題
で
も
あ

り
、

小
泉
百
杣

の
訪

米

口

程
と
も
か
ら
み

、
政

治
部
も
精
力
的

に
動

い
た

そ
れ
ぞ

れ
が

取
材
し
た
内
容

を

メ

ー

ル
で
送
り
、

節

巨
節

U
に
は
集
ま

っ
て

情
報
交
換
し
、

ど
う

い
う
視
点

か
ら
記
事

を
作
り
ト
げ
て

い
く
か
議
論
し
た

.

昨

年
12
月

の
輸

・人
再
開
ま
で
は
、
安
令

性

の
議
論
を
リ

ー

ド
し

て
き
た
食
品
安

金

委
員

会
が
取
材

の
大

き
な
舞
台
だ

っ
た
.

だ
が
、
へ
'
回
の
背

骨

混
入
は
米

国
に
輸
出

条
件

を
守
ら
せ

る
凱
場

の
農
水
省
、
厚

労

省

の
問
題
、
生

活
部

の
記
者

で
あ

る
私

は

・凪
に
、
消
費
者

(団

体

)
や
厚

門
家

ら

に

話
を

聞
き
、
今

同

の
問
、題
を
ど
う
考

え

て

い
る
の
か
を
取

材

し
た

悩

ま
し
か

っ
た

の
は
、
安
全
性

に

つ
い

て
ど
う
読
者

に
伝

え

る
か
、
だ
.
周

囲
か

ら
も

一、米
国
巌

牛
肉

は
本
当

に
安
全

な

の

か
」
と
よ
く
聞

か

れ
た
.」
今

回
混

人
し
た

背
骨

だ
け
を
と

ら
え

れ
ば
、
生
後

4
カ
月

半
未

満
の
f
牛

で
B

S
E
原
囚
物
質

は

ほ

と
ん
ど

蓄
積

し

な

い
の
で
、
危

険
性
は
極

め
て
低

い
.

だ
が
、
香
港

や
台
湾

で
も

骨

の
混
人
が

相
次

ぎ
、

H
本

の
国
民

の
多

く
は

「米
国

産
牛
肉
は
危
険

だ
」
と
と
ら
え
た

「米
国

に
全

頭
検

査
を

求

め
る

べ
き
だ

」
と

い
っ

た
強

硬
な
意

見

も
出
て
き
た
..
消
費
著

の

考
え
を
あ

り

の
ま
ま
伝
え

る

こ
と
は
重
.要

だ
が
、
度

が
過

ぎ

る
と
、
将
来

的
に
は
逆

効
果

に
な

る

の

で
は
な

い
か
、

そ
ん
な
思

い
が
頭
を
も

た
げ
た
.

B
S
E

に
隈

ら
ず
、
特

に

[
木

の
消
費

者
は
、

1
0
0

%
安
令

と

い
う

「ゼ

ロ
リ

ス
ク
」

を
求

め

る
傾
向

が
強

い
.
だ
が
、

ゼ

ロ
リ

ス
ク
は

あ
り
え
な

い
し
、
限
り
な

く
ゼ

ロ
を
求

め

て
い
け
ば
、

コ
ス
ト
も
膨

大
に
な
る
。
ど

の
程
度

な
ら
許

容

で
き

る

の
か
、
国

民
的

な
合
意

を
形
成

す
る
た
め

の
リ
ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
た
き

な
課

題
だ
。

そ

の
た
め
に
も
、
私
た
ち
食

の
安
全

に
か
か

わ

る
記
者
が

正
確
か

つ
冷

静
に
情

報
を

発

信
し
て
い
く

こ
と
が
必
,要

だ
.

一
〇
〇

%
の
安

全

は
な

い
の
だ

が

…

食
の
安
全

・
米
国
産
牛
肉

桜
井

林

太

郎

〔朝
目
新
聞
社
)

日
本
政
府
も

今

回
は
し

っ
か
り

と
f

続

き
を

踏
ん
で
対
処

し
た
と
個
入
的

に
は

思

う

度
重
な
る

日
米
交
渉

、
米
国

の
食

肉

処

理
場

の
再
点
検

や
事

前
調
査

に
加

え
、

再

開
決
定
後
も
含

め
る
と
全
国
で
計

30
回

も

国
民
向
け
の
h慧
見
交

換
会

鳥
況
明
へ
瓜
〕

を
開

い
た
,

「
ガ
ス
抜
き
」
の
感

が
あ
る
こ
と
も

否
め

な

い
が
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み

一
つ

一
つ

の
積

み
重
ね
が
国

民

の
理
解
を
得

る

の
に

は
欠

か
せ
な

い
。

「

よ
う
や
く

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

っ
た

.

む

し

ろ
、
大
事

な

の
は

こ
れ
か
ら
だ

、
厚

労
省

と
農
水
省

は
、
米
国

が
実
施
す

る
食

肉
処

理
施
設
め

抜

き
打

ち
査
察
に

躯
ち

会

う

な
ど
し
、
安

全
性

確
保

に
今
後
も
努

め

て

い
く
と

い
う
..
国

民
が
求
め
る
外

食

や

加

工
品
で
の
原
産

地
表

示
は
ど
う
な

る

の

か
,

そ
の
中
身

を

冷
静

に
検

証
し
て
、

伝

え

て
い
き
た
い
.

繰
り
返
し
に
な

る
が
、
人
の
す

る

こ
と

に
は

「絶
対
」
は
存

在

し
な
い
.
米

国

産

牛
肉

で
特
定
危
険

部

位

の
混
人
が
再
び

起

き

た
と
き
、
今
度

は
ど
う

報
じ
る
べ
き

な

の
か
.
考
え
る
と
、
頭
が
痛
い
.

さ
く
ら
い
・
り
ん
た
ろ
う

ー
9
9
6
年
人
祉

前
橋

福
井

米
子

阪
神
支
局

科
学
医
療

部
を
経
て

06
年
か
ら
生
活
部

1:151
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一 豊 ・千 代 ゆ か りの地

歴史の舞台に

30億 円の経済効果

小 池 豊 徳

(中lI新 聞社;

 

.
近

江
を
制
す

る
者

は
天
ド
を
制

す

」

と

も

い
わ
れ

、

H
本

の
歴

史

の
転

機

に

数

々

の
舞
台
と
な

っ
た
湖
国

・
滋
賀
県

.

戦
国
時
代

、
織

田
信
長

は
姉
川

の
合
戦

で

勝
利

し
、
安
上

に
城
を
築

い
た

信
、長

の

家
、臣
だ

っ
た
豊
臣
秀

吉

は
、
長
浜
の
地
で

初
め

て
城
持
ち
大
名

と
な

っ
た
。
長
浜

城

は
今
も

一、出
匠
城

」
と
呼
ば
れ
る
.

秀
k
口
の
家
臣

の
山
内

一
豊
も
ま
た
、
湖

国

の
歴
史

に
名
前
を

刻
む
戦
国
武
将

の

.

入
だ

ろ
う

派
手

さ
は
な
く
、
き
ま

じ
め

な
男
.
あ

る

い
は

一
豊
よ
り
も

、
夫
を
支

え
た
妻
千
代

の
ほ
う

が
後
世

に
名
を
残

し

て
い
る
か
も
し
れ

な

い

琵
.琶
湖

の
東
北
部

に
位
置
す

る
湖
北

地

方
は
、

一
勢

と

手
代
に
ま

つ
わ

る

エ
ピ

ソ

ー
ド
が
盛

り
だ

く
さ
ん
.

千
代

の
生
ま
れ

は
米

原
市

、

.
豊

が
.長
浜

城
主

に
な
る
直

前
、虎
姫

町

に

初

の
領
地
を

与

え
ら
れ
た
、

名
馬

を

買

っ
た

黄
金
十

両

の
...口
い
伝

え

は
、
木

之
本

牛

馬
市

(木

之
本

町
)
と
も

..肖
わ
れ

る
、

大
河
ド

ラ

マ

「功
名
が
辻

」

の
放
映
が

始
ま

っ
て
9
カ

月
、
ド
ラ

マ
の
舞

台
は
長

浜
か
ら
掛

川

へ
と
移

っ
た
が
、

長
浜
市
の

町
中
は
観
光

客

で
あ

ふ
れ
て

い
る
.
平
日

に
も
大

き

な
バ

ス
が
次

々
と

訪

れ
、
週
末

は
市
街

地

の
駐
卓
場
に
人
る
車

で
幹
線
道

路
は
身

動
き

で
き
な

い
状
態

、
ま

さ
に
.
ド

平 日でも多 くの観光客でにぎわ う長浜市中心 部の黒壁 スクエア

ラ

マ
効
果
〃
だ
.

長
浜
市

で
は
、
ド

ラ

マ
に
便
乗
し
て
コ

豊

・
千
代
博
覧

会

」
を

開
催

し
て
い
る
.

長

浜
城
歴
史
博

物

館

、
長
浜
別
院
大
通
寺

、

曳

山

(ひ
き
や
ま

)
博
物
館

の
3
ヵ
所
で
、

一
豊

と
f
代
の

み
な

ら
ず
、
秀
占
や
信
長

に
関
す
る
資
料

、
長

浜
曳
山
祭
な
ど
地
域

文

化
を
紹
介
し

て

い
る

ま
た
、
食
や
文

化

、
歴
史

な
ど
湖
北

の

情
報

を
発
信
す

る

ミ

ニ
F
M
局
を
開
局
.、

一
豊

と
千
代
が
仲

む

つ
ま
じ
か

っ
た
と

い

う

言

い
伝
え
に
あ

や
か

っ
て
、
カ

ッ
プ

ル

で

ク
イ
ズ
を
解

い
た

り

.
一人
..一脚

で
百

メ

ー
ト

ル
を
競
争

す

る
と

い
っ
た
ユ

ニ
ー

ク

な

イ

ベ
ン
ト
も

開
催

し
た
、

長
浜
市
は
今

年

の
入
り
込
み
客
数
を

5

6

9
万
人
と
ア
想

す

る
.

こ
れ
で
試
算
す

る
と
、
年
間

の
観

光

消
費
額
は
1
9
2
億

円

で
、
前
年
比
約

30
億
円

の
増
,

こ
れ
を

「.大

河
ド
ラ

マ
に

よ

る

経
済
効
果

」
と
見

る

、
ド
ラ

マ
関
連

の
約
4
0
0
0
万
円

の

投

資
は
、
莫
大

〔ば

く
だ

い
 
な
効
果
と

し

て
地
元
に
還

.兀
さ

れ
る

こ
と
に
な
る

.

こ
う
し
た
数

字

を

は
じ
く
背
景
に
は
、

10
年

前

の
大
河

ド

ラ

マ

「秀
吉
」

で
展
開

し

た
観
光

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

の
成

功

が
あ

る
.、
「
柳
の
下

の

2

匹

目

の
ド
ジ

ョ
ウ
を

狙

っ
た
」
と
担

当

者
.
今

回
は
、

.
豊
、

千
代

ゆ
か
り
の
地

を

巡
る
ド
ラ
マ
ッ
ア
ー

な
ど
、

エ
リ

ア
を
湖
北

一
円

に
広
げ
て
地

域

へ
の
効
果

を
期
待
す

る
、.

ま
た
、

18
年

前
か
ら
地
域

を
あ
げ
て
取

り
組
む
ガ

ラ

ス
文
化
の
情
報

拠
点
「
黒
壁
」

を
核
と
す

る
町
づ
く
り
も
、

.長
浜

の
魅
力

の

.
つ
。
汚

段

で
も
年
間
約

2
0
0
万
人

が
訪
れ

る
県
内

最
大
の
観
光

地

に
成
.長
し

て
お
り
、

こ
う
し
た
集
客
力

の
高
さ
に
加

え
、
大
河

ド

ラ

マ
の
雛
台
と

な

っ
た

こ
と

で
相
乗
効

果
を
L
げ
た
,

さ
ら

に
、
秋

に
向
け

て
秀

L
目
を

テ
ー

マ

に
し
た

「長

浜
出
世
ま

つ
り

」

や
、
若

い

女
性
が
着
物
姿

で
占

い
町
並

み
を
そ
ぞ

ろ

歩
き
す

る

「
き
も

の
大
園
遊
会

」
な
ど

の

観
光
イ

ベ

ン
ト

が
め
じ
ろ
押

し

.
こ
れ
ま

で
以
ヒ

の
誘

客
を
期
待
す

る

一
方

で
、

こ

の
ブ

ー
ム
を

ど
う
生
か
す

か
が
課
題
だ

こ
い
け

・
と
よ
の
り

1
9
9
7
年
・人
祉

岐

阜
芝
杜
報
道
部
を
経
て

2
0
0
3
年
10
月
か

ら
.長
浜
通
信
局
.長

一 ロ メ モ 長 浜 市:

ノ、II84.433人:L}り3気18毎 三7月 末}`

1睦'菖7数292541号 ヒ署1二〔il「D`

面 積149.57平 方 キ ロ メー トルL

滋 賀 県 北 東 部 に 位 置 し、 西 に 琵 琶 湖 噛

が 広 が り、 東 に 伊 吹III脈 が 連 な る'ピ

匠茂18{卜2月}こ 上ミ1兵げ∫,浩 ～ナトiE」.、こノドオ)田」.「

が 合 併 し て 新rド と し て 誕 生 し た 豊 臣 「

秀 吉 が 町 を 開 い た こ と で 知 ら れ 、 琵 琶1
`

湖 へ 景の ・つ 竹 生 島や 黒 壁 ス クエ アな

どの 観 光 スポ ッ トが 人 気=近 畿 中 京、`

北 陸 の 結 節 点 で 、 文化 や軽 済 交 流 も盛

ん..L要 産 業は 製造 業 、
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東

京
オ

リ

ン
ピ

ッ
ク
の
こ
ろ

の
話

で
す

か
ら
、
も

う

40
年
余

り
も
告

の
こ
と
に
な

り
ま
す
、
私

の
・記
憶

も
セ
ピ

ア
色

に
.霞
み

が
ち
で
怪

し

い
の
で
す
が
、た
し
か
私

は
東

京

の
街

な
か

で
、
こ
の
先
輩

の
マ
イ

カ
ー
に

乗
せ
て
も

ら

っ
た
思

い
出
が
あ
り
ま
す
、

先
輩
と

は

、
.夏

の
盛
り

に
パ

リ
で
客
死

し
た
中

H
新
聞
社

〔東
京
新

聞

)
欧
州
駐

在
客
員

の
熊

出
」口r
、別
名
「
藤
村
信
」

氏

の
こ
と

で
す

、
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン
揺
簾

期

だ

っ
た
時
期

に
、
か
な

り
先
を
行

っ
て

い
た
の
ネ
、
と

一
般

の
方

な
ら
軽

い
驚
き
を
感
じ

る
で
し

ょ
う
、

故

人

を

よ
く

知

る
人

な
ら

ば
、

エ
ッ
と

.項
を
疑
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
、

そ
れ
ほ
ど
ま

で
に
、
熊

川
さ

ん
は

-
昭
和

30
年

代

の

マ
イ
カ
ー

」
の
イ

メ
ー
ジ
と

は
裏
腹

の

「
ス
ロ
ー

ラ
イ

フ
人
生

」

の
中

を
生
き
続
け
た
ジ

ャ

ー
ナ
リ

ス
ト

で
し
た
..

.
刻

一
秒
争

新

聞

や
本
を
じ

っ
く
り
読

め
、
が
口
癖

で

し

た
。

そ
し
て
、
パ

リ
拠

点
の

「
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
展
望
台
」

か
ら

の
匿

界
観
望
に
満

足

せ
ず

、
晩
年

に
な

っ
て
も

乎
問
ひ
ま
か

け

て
、

ア
メ
リ
カ

や
中
国
ま

で
現
場
槻
察

の

足
を

伸
ば
し
ま

し
た

、

そ

の
詐

の
新

聞

の
国

際
記
事
は
と

か
く

生

.硬

で
、
学
者

の
論
文

の
水
薄
め

ス
タ
イ

「歴史 に恋 した」ジ ャーナ リス ト

故 ・熊田 亨 さんの こ と

 

う
新

聞

記

者

の
世

界

に
身

を

置

き
な

が

ら
、
こ

の
大

人

の
周
囲

で
は
、

い
つ
も
時

間
が
ゆ

っ
く

り
流
れ
て

い
た

の
で
す

.

こ
の
パ

ソ

コ
ン
全
盛
時
代

に
、

パ
リ
か

ら

の
送
稿

は

最
後
ま
で
、
卜n
い
用
紙

に
手

書

き
原
稿

の

フ

ァ
ク

ス
送

信

方

式

で
し

た
.
支

局

の
若

い
記
者

に
は
、
通
信
杜

の

テ
ィ
ッ
カ
ー

に
頼
り
過
ぎ

る
な
、
現
地

の

ル
が
眼
に
付
き

が
ち

で
し
た
。
そ

の

中
で
熊

川
原
稿

は
、
喧
嘆

の
国
際

政

治

の
表
層

を
突
き
抜

け
た
と

こ
ろ
に

横
た
わ
る

「
歴
史

の
深
海
」
と

「
人

間

の
物
語

」
を
汲

み
ヒ
げ
て
、
光

を

増
し
た
の

で
す

,

6
年
前

の
目
本
・記
者
ク
ラ
ブ
嘗
融
丸

賞

の
際

の
座
談

で
も

、
史
学
専
攻

が

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト
志

望
に
転
じ

た
訳

を
尋
ね
ら

れ

て
7
記
者
に
な

っ
た

ら
、

こ
れ
が
面

白

い
。
追

い
か
け
る

日

々

の
出
来
事

が
歴
史

的
背
景
と
切
り

離

せ
な

い
ん

で
す
ね

」と
、
そ
こ
に
も

、

目

先

の
刹
那
の
事
象
を
超

え
た

「
悠
久

の

時

間
」

へ
の
、

彼

の
愛
着

が
こ
ぼ
れ
出

て

い
ま
し
た
.、

「
歴
史

に
恋
し

た

、
根

っ
か
ら

の
国

際

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
1

そ
ん
な
先
輩

を

身
近
に
持
て
た
こ
と
を
私
は
誇
り
に
思

っ

て
い
ま
す
。

中
日
新
聞
社
相
談
役

吉
村

信
亮

大
阪
市
生

野

区
周
辺
は
か

つ
て

「猪
飼

野
」
と
呼
ば

れ

、
朝
鮮
半
島

か
ら

多
く
の

人

々
が
こ

の
町

に
や

っ
て
来

た
.

い
ま
も

約
3
万
人

の
在

日
朝
鮮

・韓

国
人

が
住
む

狭

い
道

に

マ
ー

ケ
ッ
ト
、
朝

鮮
料

理
屋
、

零
細
家
内

L
業

、
住
宅
が
ぎ

つ
し
り

並
ぶ
.

大
阪

の
ド
町

的

雰
囲
気
も

漂

い
、

多
く
の

も

の
が
混
ざ

り

合
う

「ビ

ビ

ン
パ

〔混
ぜ

飯

こ

の
よ
う

な

町
だ
、

ド
キ

ュ
メ

ン

タ
リ
ー
映

.画

「
デ

ィ
ア

・

ヤ

 
ヨ

ボ

ヒ

ピ

ョ
ン
ヤ

ン
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の
監
督
、
梁
英
姫

〔41
)

さ
ん
は
3
人

の
兄
と
と
も

に
こ

の
町
で
育

っ
た
.
済
州

島

か
ら
来
た
父
は
朝

鮮
総
連

の
幹
部
と

し

て
活
動

30
数
年
前

、
父
は

3
人

の
息
r

を

-祖
同
」

の
北
朝

鮮

に
送

っ
た
。
「祖

国

に

忠
誠
を

尽
く

せ
」

が
ロ

試写会

cYonghiYar顎9/Cheon.inc

ぐ

せ

.
梁

さ
ん
も
北
朝

鮮
を

「柑
国

」

と

教

え

ら
れ
、
幾
度
と

な
く
.平
壌
を
訪
問

し
、

兄
た
ち

の
家
族
と
交

流

し
て
き
た

、

梁

さ
ん
は
、

こ
う

し
た
家
族

の
姿
を

10

年

に
わ
た
り
撮
り
続

け

て
き
た
..
カ
メ

ラ

で
父

と

真
正
面

か

ら

向

き
合
う

う

ち

に

「
な

ぜ
兄
た
ち
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っ
た

の
か
」
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活
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す

べ
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ぜ
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国
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捧
げ
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れ

ば
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ら
な

い
の
か

一
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い
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疑
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が
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そ
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父
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刀
息

子
た
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北
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鮮
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)
行

か
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な
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と
も

よ

か

っ
た
」と
漏
ら
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よ
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に
な
る
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.

映
画
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に
し
た
家
族

の
絆
を
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な
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ら
在

H
l
肚
と

2
世
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祖
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い
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、
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国
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す

る
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望
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じ
ま
せ
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梁
さ
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の

コ
こ
の
国
と
あ

の
固
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海
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っ

て

つ
な
が

っ
て

い
る

の
か
、
隔
た
れ

て

い

る

の
か
」
と

い
う

ナ

レ
ー
シ

ョ
ン
の
.「.口
葉

に
、
進

展
し
な

い
日
朝

関
係

に
対
す

る
「
在

日

」

の
思

い
が
集
約

さ

れ
て

い
る
。

重

い
テ
ー

マ
の
映

画
だ

が
、
撮
影
が
難

し

い
万
最
峰
号

の
船

内

の
様
子

や
平
壌

の

市

民

生
活

も
さ
り

げ
な

く
収
め
ら
れ
興
味

深

か

っ
た
.

毎
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究
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秀
夫

デ

ィ

ア

・
ピ

ョ
ン

ヤ

ン
…
日
朝
関

係

へ
の

「在

日
」
の
思

い
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マイBOOKマ イPR 新 しいOB会 員
■ マ リ ー ・ル イ ー ゼ ー ナ ポ レ オ ン の 皇 妃 か

ら パ ル マ 公 国 女 王 へ

塚 本 哲 也 晦 刑 新 聞 出身!

脳 出1血[に襲 われ 、右 半身右 予が晦 痺 、fll∫とか 左rで と、

パ ソコ ンをい じって いる うちに本 に なっ た 国 を救 うた

め にナ ポ レオ ンの 二番 目の 皇妃 に 売 られ た ウ ィー ンの 皇

女の 話 であ る..こ の時 代 は、戦 争・が20年 も続 き、 皇 女は

じめ 入々 は苦労 す る ..や っ と'ド和 が きて ほ っ と した もの

の、 平和 を維持 す る には 問題 も多 く.や が て'ド和 の功 労

者 メ ッテ ルニ ヒ宰 相 は 宍脚 し,激 動 が 始 まる。昭 和 平成

の戦 争 と馳ド和 を思 い なが ら、 ㌧1え和 の舵 取 りは 危 機 と紙 一

重 とい うの が教 訓 一(文 藝 春秋2600曲

■ 企 業 ス キ ャ ン ダ ル と 監 査 法 人 な ぜ 不 祥 事

は 続 発 す る の か

早 房 長 治(朝 日新 聞 出頻

今 日、大 企業 の ト・ソブは 「コーポ レー トガバ ナ ン ス(企

業統 治)こ そ 企業 の 命です 」 「内 部統 制 システ ムづ く り

に全 力 を注 ぎます 」 とい った 言葉 を常 に11に す る.=と こ

ろが 、 大企 業の スキ ャ ン ダrレが 続 発 して いる...昨 年か ら

今年 に かけ て、 東 京地 検 な どが摘 発 した官 製 談 合 事件 で

は、 二.{菱重 、新 日鉄 、 石播 な どの 日本の代 表的 企 業 まで

もが 登場 した、.不祥事続 発の慷 因 はモ ラル低 ド、 ルー ル

な き規 制緩和 に加 えて 、 マ スコ ミの無 力 化が あ る,.

〔彩流 社1890円)

翻 鱒懸鴎

クラブ施 設では 会貝に よる各種 の会合が行 われて い ま

す.企 業や大f吏館 な どの賛助会員 も記者発 表の場 として ク

ラブを利用 してい ます

■湾 岸 ネ ッ ト番組 収録 和 歌 山放 送 ・ラジ オ大阪 ・ラ ジ

オ関 西

昨年9月 、 大阪 湾 沿岸 の ラ ジオ3局 が 緊急 時 の相'イ1援

助協 定 を結 ん だ1.阪 神淡路 大 震 災か らll年LIの 今 年1月

17日 には 共同 で特 別 番組 を放 送,.そ の 第..二弾 と して 、和

歌Ill出身 の 「”=階経 産 相 と 左阪 出 身の北 側 国 交相が 対 談.

兵庫 出身 の作 家 測司かお る さんの 司会で 防 災、物 流 、観

光 な どを テー マ に閣 西の取 り組 むべ き課 題 につ いて 語 り

合 っ た.,1時 間の 収 録 番毅 は3局 で8月 中 匂 に放送 され

た、.今後 も 「湾岸 ネ ッ ト」 として随 時、 番組 を制作 して

い く.予定 だ とい う,(8.7宴 会場}

照 会 先:ラ ジオ関 西編 成 局Tel:078・362・7373

■ サマ ー ワ孤 児院 完成記 者 会見

陸上 自衛 隊 が約2年 半 に 才)たって 人道 復興 支援 活動 を

した イ ラ ク ・サマ ー ワ に7月 孤 児院が 完 成 、現地 の 奉仕

団 体 に引 き渡 され た.埼 玉県 の ラ イオ ン ズク ラプ国際 委

員 会が 中心 にな り街頭 募 金 な どで 建 設費 を 集め た.,同 ク

ラブ会 員 で もあ り建 設 基金 事務局 長 を務 め た中 東調 査会

の 大野.元裕 ヒ席 研 究 員が建 設 の経 緯 や概 要 を説明 した 、

イラ クで死 亡 した ジ ャー ナ リス ト橋 田信 介 さんの 橋 田 メ

モ リアル ・モ ハマ ドくん基 金 か ら も資金提 供 が あ り、妻

彰子 さん も会見 に同席 した.〔8.9宴 会場 ♪

■2006年 度JCJ大 賞 贈賞 式

日本 ジャー ナ リ ス ト会議(』CJ}が 優 れ た ジャーナ

リズ ム活動 に贈 るJCJ大 賞 は、 共 謀罪 に関 す るキ ャ ン

ペ ー ンを展 開 した 東京 新 聞特 別報 道部 の 「こち ら特 報 部1

に 贈 られ た..法 案 の問題 点 につ いて い ち早 く反応 した こ

とな どが評 価 され た.こ の ほ か北 海道 新 聞σ)往住 嘉 文記

.呂1沖 縄 返還 密 約 ・元外 務 省 高官 証 言 ス クー プ) .テ レ

ビ朝 日 ・朝 日放送 「サ ンデー プ ロ ジ」Lクト」取 材 班(シ

リー ズ 「言論 は大 丈 夫か..}な どにJCJ賞 が贈 られ た、

〔8.1210階 ホー ル)

■第29回 ア セア ン記 者研 修参 加 者歓 迎 レセプ シ ョ ン

新聞 協 会の招 きで アセ ア ン7力 国 か ら14人 の記 者が8

月26日 来 日、歓 迎 パー テ ィーが 行 われ た,.イ ン ドネ シア、

シ ンガポー ル、 タ イ、 フ ィリ ピン,べ トナ ム、マ レー シ

ア 、 ラオ スの 中堅 ・若 手記 者 は9月23日 まで滞 在、 国会

やU銀.Li産 な どの 企業 を 見学 、取 材 す るほ か富 山、 石

川 、橿 岡 各県 を訪問 す る..(8.28宴 会場)

照 会 先:目 本 新聞 協会1.司際 部Tel:03-3591-3462

口8)



バ ー 、 レス トラ ン 、 宴 会
.チ糸勺電 話 手日食=3503 ・2723著.憶 食3503-2766

9月:い た ず ら ジ ョ ー ジ

9番 目 の 十 支 、 申 を イ メ ー ジ し ま

した 。 ダー ク ラ ム 、バ ナ ナ リキ ュ ー ル、

パ イ ナ ップ ル ジ ュ ー ス な ど を シ ェ イ ク した フ ル

ー テ ィー な カ ク テ ル で す .,お 試 し くだ さ い 、

松 茸 懐 石 コ ー ス(10月6日 まで1

秋 の味覚 の 代 表で あ る松茸 を味 わ ってい た だ

くコー スを 用意 しま した.グ ラス冷 酒 が つ い て

5,250Flで す.,〔 板長=薦 科 浩1

先付;蟹 西 京漬 け 土瓶 蒸 し:松 茸 、鰻 、 海老 、銀 杏

生物;刺 身三 点 盛 り 焼物 二宝 楽焼(松 茸、 鴨 、帆 立他1

煮物:秋 野 菜 吹 き寄せ 煮 揚 物1真 丈松 茸 見 立て 食事:

松茸 ご飯 廿味:抹 茶 ア イス ク リー ム

初 秋 特 別 コ ー ス 〔10月61ぽ で}

まだ まだ 残 暑 が 厳 しい 日 もあ り ます が 、 秋

を先 取 り した メニ ュー をお 楽 しみ くだ さい,,

(シ ェフ;黒 須 修一 〕

前菜=ホ タ テ 貝 と キ ノ コの ソ テ ー ス ー プ;松 茸 人 リ コ

ン ソ メス ー プ メ ー ン=牛 フ ィ レ 肉 の 焼 き し ゃぶ 仕 立 て

デザ ー ト;シ ャ ー ベ ッ ト

こ れ に パ ン と コ ー ヒ ー が つ い て2.890円 で す 、 ラ ン チ

タ イ ム に も お た め し い た だ け ます 。

寄 贈 書

=イ ン ドネシア 人外交官 の 目か ら見た 日本』(アブ ドゥル・

イルサ ン前駐 日イ ン ドネ シア 大使 著)リ チ ャー ド・ス シロ

会 員

招 待 券(ご 寄 贈 いた だ き ま した}

レ読 売新 聞 社 『仏 像 展』 『ベ ル ギー モ 立 美術 館 展』 レ1.1

本経 済 新 聞社7風 神雷 神 図屏風 展1

〈会 員 現 況 〉法 人会員146社 基 本会 員8⑪7人

個 人会貝 照53人 法 人 ・個 人賛助 会員77社189人

特 別賛 助 会員75人 名 誉 ・功労 会員10人

計223社2,734人

クラブの電話 ダイヤルイン

和 食 レ ス トラ ン(9階)会 貝 事 務

3503-27233503-.2725

洋 食 レ ス トラ ン(里0階)経 理

3503-27663503-2728

貸 室 予 約 、宴 会 打 ち 合 わ せ

3503-2724

受 付 会 見 申 し込 み ア ドレ ス

3503-2721kaiken砂jrLpc.orjp

ク ラ ブ 行 事 へ の 申 し込 みURLア ドレ ス

3503-2722httpソ ∫wwwjnpc.orjp

会報 委 員会

委 員長 ≡住 田 良能

委 員=池 谷 忍 石 田昭 彦 伊 藤 二{郎 仙 石 仲 也

亮橋 示1」そ〒 西 田善夫 松 本{有.壬∫・

連 絡=長 谷川和.予 本庄 五 月

(電 話03-3503-2752FAXO3-3503-727P
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HPhUp:〃wwwjnpc.0吋P/

「会 見 速記 録」:8月 の新規 掲 載

● シ ン 駐 日 イ ン ド大 使 「II印 関 係 を 考 え る.-A

fe“rthΩu暮h℃s`,nlndia.!JapallrdaUons」 〔英 文=}

(2006.8.22)● ダ ウ ナ ー ・オ ー ス トラ リア 外 相 「日

豪1グ ロ ー バ ル ・パ ー トナ ー シ ッ プ 」 「Austral[a-

J劔)an=AGIobalPartnership」{英 文 〕 〔2006.8.D

● 額 賀 福 志 郎 防 衛 庁 長 官 〔2〔}06.721>● 町 田 顕 最

高 裁 長 官 「裁 判 員 制 度 に つ い て1〔2006,623)

ク ラ ブHPを “散 策 ” して み て く だ さい

ク ラブ の ホ ー ムベ ー ジ内 をぜ ひ散 策 して み て くだ さ

い.,シ ャ ーナ リ ス トの クラブ な らで はのL'お 宝 齢 を発 見

してい た だけ るので は ない で しょ うか.、

サ イ ト内 は5つ の セ クシ ョンに 分か れて い ます。

「概 略 」 で は 創.立か らの クラブ の 歴 史や 活 動 ・組 織 な

どを説 明 して い るほか 、「日本 記 者 クラ ブ賞 」 「これ まで

の特 記す べ き会 見」 な ども載 って い ます..

「資料 室 」 は注 日セ ク シ ョ ンで す.特 に、過 去の 歴 史

的 な会 見や 重 要ゲ ス トの 会 見内容 を全 文収 録 した 「会見

速 記録 」 は、 記事執 筆 の際 の 資料 と して利1目して い ただ

け る と思 い ます。現 在 、83本収録 され てい ます が、今後 、

L記 の ように 直近 の記録 の ほ か、 古 い 会報 に掲 載 され て

い た 会 見記録 も収録 し、 アー カ イブ として 充実 させ てい

くr定 です..ク ラブ会 報既 載 の 一クラ プ デ ス ト」 も1会

見 リポ ー ト!と して 、この セ ク シ ョンに転 載 して い ます.、

な お、創 凱以 来の 会見総 年 表 もここ に掲 載 され て い ます 旨

「談 話室 」 には 、 ク ラブHPだ け に特 別 に寄稿 して い

た だ い た`会 員 エ ッセ ー 」 コー ナ ー があ ります、 「旅 の

記憶 」 の タイ トルで,会 員の 「旅.に まつ わるエ ッセー

が収 録 されて い ます.、会報 既 載の 一ワーキ ングブ レ ス」
.地 方発 」l

iil二い た話 ・吉 か なか った 話」 「試写 会 」「情 報

発 信」 もこ こに転 載 して い ます 、

「English」 セ ク シ ョンに は、 英文の クラブ紹 介 だ けで

な く、 創 立以 来 の ド要外 国 人ゲ ス トが 国別 に リス トア ッ

プ されて い ます、.

「事 務局 か ら」 に は レス トラ ンの 最 新 のお 薦 め メニ ュ
ーや 会員 社の 展 覧 会の案 内 も載'.)てい ます .

クラ ブHPへ の ご意見 や ご感想 も ド記宛 てに お寄せ く

だ さい、.<メ ー ルア ドレスhasegawa@jRpc.or'jp>

〈卦 報 〉

鈴 木松 夫 会 員 〔朝11出 身 、9〔}歳)が7月26}1急 性 肺 炎

のた め 、 大田信 男 会員ll朝 日出 身、86歳)が8月5日 に

死去 され ま した.、謹 んで ご冥福 を お祈 りい た します,.

今後の行事予定 〔9/4現 在)

9.13〔 水}55:00・ 、[6:30(101砦 ン1;一ル:[

福 島 瑞 穂 社 民 党 党 首 記 者会 見

9.1511金}151⑪0-.16=30〔10階 ホ ー ル1

志 位 和 夫 共 産 党 委 員 長 、;己者 会 見

9.16(.}り 試 写 会1ワ ー ル ド ・ トレ ー ド ・セ ン ター1

1.ll=00-13=10〔10階 ホ ー ル1

214=OO～ 】6:io

行 事 案 内 専 用 電 話03-3503-376.1

目時 の 変 更 な ど も 含 め 、 最 新 σ)ク ラ ブ 行 事 を テ ー プ で

お 知 ら せ して い ま す.
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公 約 ・膏 薬

「
い
か
な

る
批
判

が
あ
.ろ
・つ
と
も
、

.八
月

十

五

日

に
は
必
ず
.靖
国
神
社

に
参

拝
す
る
「

こ
れ
は

二
◎
二己
∴

年
春

、
自

民
党
総
裁

選
挙

に

臨
ん

で

の
公
約

で
し
た
.

あ
れ
か
ら
、九
年

..
今

,

本
殿

へ
の
階
段
を
ヒ
る
あ
な
た

の
胸
は
達
成

感

に

満
ち
.あ

ふ
れ
て

い
る

こ
と
で
し

ょ
う
....

選
挙

公
約
と

い
う

の
叫.臥
、
当
選
し
た
暁

に
実
行

す
る
政

治
行
動
を
夢
前

に
明
..小
す
る
も

の
で
す
.
.

個
人

的

行
動

で
は
あ
り

ま
せ

ん

..中-
選

し

た

ら

結
婚
し

ま
す
.」
な
ど
は
公

約
と
な
り
え
ま

せ

ん

・11
民

党
総
裁

〔即
首
相

)
の
政
治
行
動

レ.こ

て

の
.参
.拝

を
.公
約
し
た
は
ず

で
す

そ

れ

に
し

て
は
歯
切

れ
が
.悪

い
一、.・
す
ね

「.内

閣
総
理

た
.臣
た
る
小
・呆
純

.
郎

.の

.参

.拝
」
と

か
一
総

埋
大
臣

の
.職
務
と

し
て

の
.参
拝

で
は
な

い
ヱ

 か

ま
た

、
あ
な
,.起
は
こ
の
と

こ
ろ
参
.拝
を

「..心

の

問
題
.」
だ
と

し
て
、
「.他
人

〔.国
. 
は
.「
渉
す

る
な
..

と
....口
う

の
.を
常
と

し
て

い
ま

し
た

.
し
か

し
、
胸

の
う

ち

く
、
何

を
八,心
ず

る

か

が
心

の
問
題

で
あ

っ

て
、

モ
ー

一一一
ン
グ
に
身
を

川
め
.、
多
く

の
カ

メ
ラ

を
意
識

し

て
神
社

に
出
か
け

る

の
.は
行
動

、

デ
モ

ン
ス
ト

レ
ー
シ

ョ
ン
で
す

心

の
.閻
題

で
は
あ
り

 

よ
.ナ
せ

ん

あ

る

経

済

団

体

が

「
参

拝

し

な

い
よ

う

」

提

....目

し

た

時

、

あ

な

た

は

一
政

治

レ
..・商

売

は

別

一
と

、

み

ず

か

ら

参

.拝

が

「
政

治

.】
で

あ

る

こ

と

を

認

め

た

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

残

念

な

が

・..リ
あ

な

た

の

背

中

に

は

「
ご

鄭

含

・.卜
.

義

」

と

い
う

マ
背

薬

一
し

か

見

え

ま

せ

ん

よ

-
・

[
田

畑

光

永

}

2【:1.


